
村
上
の
お
酒
が
、貴
方
の
家
に
届
き
ま
す
。

ふるさとだより

関
東
支
部
事
務
局
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

櫻
井
繁
雄
（
２３
回
）

編
集
後
記

広
報
紙
の
作
成
費
が
同
窓
会
関
東
支
部
活

動
費
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

会
員
数
が
伸
び
悩
む
中
で
広
報
紙
作
成
の

の
費
用
を
少
し
削
減
し
よ
う
と
言
う
こ
と

で
。
役
員
幹
事
会
や
編
集
部
会
で
検
討
を
重

ね
ま
し
た
。
今
回
は
試
み
と
し
て
紙
面
を
こ

れ
ま
で
の
一
〇

か
ら
八

と
コ
ン
パ
ク
ト

に
し
、
広
告
を
載
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
編
集
長

山
下
治
郎

清々しい五月晴れの中、今年で３回目の開催となる「城下
町村上春の庭百景めぐり」で賑わいを見せる村上らしい季節
を迎えています。早春の「町屋の人形さま巡り」、秋の「町屋
の屏風まつり」、「宵の竹灯籠まつり」と一年中街歩きを楽し
むことのできる街になりました。

村上市では、昨年の７月に岩船港が「みな
とオアシス越後岩船」として国土交通省か
ら新潟県で４番目の認定を受け、港を中心
とした賑わいを創出することにより進める
地域の活性化、そして防災拠点としての港
湾機能の強化を進めることとなりました。
また、１０月には新潟県初めてとなる「村
上市歴史的風致維持向上計画」が国土交通
省・文部科学省・農林水産省の３省から認
定を受けることができました。これにより、
市内の各地区に存在する歴史的に価値のあ
る建物や街並みなどの整備保存を行い、そ
の活用を図ることになります。
価値のある歴史的建造物の保全・伝承だ
けでなく、村上城跡を中心とした市街地に
広がる城下町、そこで繰り広げられる村上、
瀬波そして岩船の大祭や荒川地区をエリア
とする三国街道、米沢街道沿線の上・下鍛
冶屋、坂町の獅子踊りといった伝統行事、

荒川、神林地区にまたがる荒川河口の港町に見られる金屋の
獅子踊りや塩谷大祭などの祭礼、朝日地区をエリアとする出
羽街道沿線の大須戸能や塩野町オサトサマ、山北地区の大川
城跡周辺の府屋獅子舞や桜花祭の寺神輿などの伝統行事とい
った、市内の各所に残る歴史的風致も合わせて、村上市の伝
統や文化、その成り立ちそのものが日本の価値として大切に
保存伝承されることとなりました。
もう一つ、昨年３月にまとめた「村上まつりのしゃぎり行
事調査報告書」が、現在文化庁の審議会で国の重要無形民俗
文化財の指定に向けて審査され
ています。昨年１１月には、現在
国の重要無形民俗文化財の指定
を受けている全国３３のまつり行
事がユネスコの世界遺産に登録
されています。まずは国の指定
を経て、世界を視野に入れると
ころまで来ています。今年、平
成２０年の合併から１０年目を迎え
る村上市ですが、ますます魅力
アップを図りながら、ワクワク
するようなまちづくりを進めて
います。

同
窓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
村
上
高
校
同
窓
会
関

東
支
部
の
活
動
に
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
三
日
、
母
校
村
上
高
校
の
第
六
九
回
卒
業
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
同
窓
会
関
東
支
部
を
代
表
し
て
式
に
参

加
し
ま
し
た
。

今
回
の
卒
業
生
は
一
六
三
名
で
し
た
。
少
な
い
で
す
が
溌
剌
と
し
て
礼
儀
正
し
く
優
秀

な
後
輩
た
ち
で
す
。
こ
の
中
の
多
く
が
進
学
・
就
職
で
関
東
に
来
ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に

故
郷
か
ら
関
東
に
来
る
同
窓
生
を
、
暖
か
く
見
守
っ
て
迎
え
入
れ
る
の
も
私
た
ち
の
大
切

な
役
目
で
す
。

さ
て
同
窓
会
関
東
支
部
に
お
い
て
一
年
に
一
度
、
同
窓
の
仲
間
が
集
ま
り
親
し
く
交
流

の
で
き
る
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
三
〇
回
生
が
担
当
し
、
役
員
・
幹
事

と
一
緒
に
会
を
盛
り
立
て
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
会
場
は
長
い
間
使
用
し
て

き
た
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
」
か
ら
隣
の
「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」
と
な
り
ま
す
。
新
し

い
会
場
で
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
ま
で
参
加
さ
れ
て
い
な
い
お
友
達
や
お
知
り
合
い
の
方
々
に
参

加
お
誘
い
の
お
声
掛
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長

山
本

宏
平
（
１７
回
）

同
窓
の
集
い

へ
の
お
さ
そ
い

○
と
き

平
成
二
九
年
六
月
一
七
日
（
土
）

正
午
よ
り
受
付
開
始
・
一
時
開
会

○
と
こ
ろ

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ

千
代
田
区
麹
町
六
番
町
一
五

〇
三

三
二
六
五

八
一
一
一

○
ア
ク
セ
ス

・
Ｊ
Ｒ
中
央
線
・
総
武
線
四
谷
駅

下
車
麹
町
口
徒
歩
二
分

・
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
・
南
北
線
四
谷
駅

○
会
費

・
男
女
と
も

七
千
円

・
平
成
二
四
年
〜
二
七
年
度
卒
三
千
円

・
新
卒
者
（
二
八
年
度
卒
）
無
料

※
会
場
準
備
の
都
合
上
、
五
月
末
日（
水
）

ま
で
に
出
欠
の
ご
返
事
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

同
期
会
開
い
て
い
ま
す
か
？

同
窓
会
関
東
支
部
会

員
の
皆
様
、
及
び
会
運

営
に
常
日
頃
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
沢
山
の

協
賛
者
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

平
成
二
七
年
六
月
の
総
会
後
に
、
長
谷
川

前
事
務
局
長
よ
り
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
同
期

二
人
の
協
力
も
得
て
事
務
局
業
務
を
行
い
、

早
や
二
年
に
成
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
「
同
窓
の
集
い
」
に
向
け
て
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
名
簿
管
理
・
会
計
出

納
管
理
・
口
座
開
設
及
び
変
更
・
印
刷
業
者

開
拓
・
幹
事
会
等
の
会
場
手
配
及
び
案
内
発

送
・
総
会
資
料
作
成
及
び
案
内
状
発
送
等
の

種
々
雑
多
な
業
務
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

前
事
務
局
長
は
二
〇
年
近
く
も
一
人
で
こ

な
し
て
い
た
と
思
う
と
、
そ
の
大
変
さ
に
感

服
い
た
し
ま
す
、長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

関
東
支
部
の
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け

は
総
会
の
当
番
幹
事
が
廻
っ
て
き
た
の
で
総

会
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
の
連
絡
が
入
っ
た

平
成
二
一
年
の
総
会
か
ら
で
し
た
。
そ
の
前

は
四
〇
代
頃
に
一
回
だ
け
総
会
に
出
ま
し
た

が
同
期
の
参
加
は
な
く
少
し
浮
い
た
感
じ
で

し
た
が
、
二
一
回
の
先
輩
の
お
誘
い
で
二
次

会
に
出
さ
せ
て
も
ら
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
仕
事
も
忙
し
く
な
り

ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
同
期
参
加
は
小
生
と
今
は
故
人
と

な
っ
た
川
又
茂
君
の
二
名
で
し
た
。
彼
と
は

在
校
時
代
に
は
面
識
が
有
り
ま
せ
ん
で
し
た

（８）平成２９年（２０１７）５月１０日

やさしさと輝きに満ちた
笑顔のまち村上

村上市 市長 高橋邦芳（３０回）

村 高
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２０１６総会の様子

（１）



ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
最
後
の
総
会
盛
会

丹
田

安
夫
（
３０
回
）

当
番
学
年
で
す
よ
！

大
塚
寿
子
（
２９
回
）

が
、
壇
上
に

て
「
翌
年
度

の
当
番
幹
事

を
頑
張
り
ま

す
。」と
宣
誓

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
木

村
春
夫
君
も

加
わ
り
三
名

で
今
後
の
方
針
を
決
め
動
き
始
め
ま
し
た
。

九
月
に
初
め
て
の
同
期
の
会
合
を
開
催
し

一
二
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎

月
準
備
会
と
称
し
て
飲
み
会
を
開
き
、
同
期

会
の
立
ち
上
げ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
新
年
会

等
の
集
い
を
開
催
し
、
総
会
に
向
け
て
団
結

を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
も
同
期

会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
（
三
〇
数
名
参

加
）。同
期
の
女
子
会
も
で
き
て
ま
す
よ
。

さ
て
現
在
登
録
会
員
数
は
約
二
一
〇
〇
名

（
本
校
同
窓
生
名
簿
平
成
二
七
年
一
二
月
発

行
版
で
一
〇
〇
余
名
追
加
）
で
す
が
会
員
の

高
齢
化
と
住
所
変
更
等
に
伴
い
、
年
々
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
お
知
り
合
い
で
広

報
紙
が
届
か
な
い
人
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
友
人
に

発
送
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
問
合
せ
も
、
氏

名
・
卒
年
等
の
情
報
で
検
索
・
確
認
が
出
来

ま
す
。
最
後
に
、
皆
さ
ん
同
期
会
を
開
い
て

ま
す
か
？
参
加
し
て
ま
す
か
？
学
び
舎
で
共

に
過
ご
し
た
人
達
と
会
っ
て
お
話
す
る
の
は

楽
し
い
で
す
よ
。
今
ま
で
開
い
た
事
が
無
い

学
年
に
は
事
務
局
で
も
応
援
し
ま
す
の
で
連

絡
を
く
だ
さ
い
。
若
い
人
達
の
参
加
を
歓
迎

し
ま
す
。（

川
崎
市
在
住
）

二
八
年
度
同
窓
の
集
い

昨
年
度
同
窓
会
関
東
支
部
総
会
お
よ
び
懇

親
会
は
平
成
二
八
年
六
月
一
八
日
、
千
代
田

区
麹
町
の
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
」
で
、
同
所

で
の
最
後
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会

場
の
利
用
は
平
成
一
六
年
開
催
の
総
会
懇
親

会
以
降
一
三
年
間
に
亘
り
ま
し
た
が
、
貸
館

業
務
終
了
の
た
め
、
平
成
二
九
年
度
総
会
は

そ
の
お
隣「
主
婦
会
館
」に
て
開
催
し
ま
す
。

さ
て
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
」
の
一
階
の
フ

ロ
ン
ト
に
は
町
火
消
し
の
ま
と
い
が
立
て
て

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
東
京
消
防

庁
の
関
連
施
設
で
マ
ス
コ
ッ
ト「
キ
ュ
ー
タ
」

が
飾
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
が
並
べ
ら
れ
て
あ
り
、
フ
ロ
ン

ト
で
買
う
事
が
出
来
た
よ
う
で
す
。
会
場
使

用
も
消
防
庁
出
身
の
先
輩
の
紹
介
か
ら
で
し

た
。二

八
年
度
の
総
会
懇
親
会
は
会
員
、
本
校

校
長
先
生
、
本
校
同
窓
会
会
長
、
同
窓
会
他

支
部
長
、

郷
友
会
役

員
等
の
ご

来
賓
を
含

め
一
四
二

名
が
出
席

し
盛
大
に

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
宣
言

に

始

ま

り
、
山
本

宏
平
会
長
の
挨
拶
、
ご
来
賓
の
紹
介
と
ご
挨

拶
を
頂
き
各
種
報
告
を
行
い
無
事
総
会
の
部

を
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
実
行
委
員
と
当
番
幹
事
に

よ
る
懇
親
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の

当
番
幹
事
は
二
九
回
生
で
大
塚
寿
子
さ
ん
、

山
本
和
代
さ
ん
、
澤
永
芳
美
さ
ん
の
三
名
が

参
加
し
、
大
塚
さ
ん
が
開
会
の
鏡
割
り
を
行

い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
支
部
の
活
動
の
報

告
や
今
年
度
当
番
幹
事
、
来
年
度
当
番
幹
事

の
紹
介
を
行
い
、
来
年
度
の
当
番
幹
事
と
同

期
の
三
〇
回
卒
の
高
橋
邦
芳
村
上
市
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
私
が
代
読
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
高
橋
市
長
に
は
昨
年
の
総
会
は
都
合

で
出
席
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
絶

対
ご
出
席
頂
き
た
く
早
々
に
日
程
を
お
知
ら

せ
し
、
万
障
繰
合
せ
て
御
出
席
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
三
〇
回
卒
の

同
期
会
も
併
せ
て
行
う
予
定
で
す
。

さ
て
、
毎
年
懇
親
会
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
は
ア
フ
リ
カ
・
ガ
ー
ナ
共
和
国
の
音

楽
グ
ル
ー
プ
を
お
招
き
し
、
民
族
音
楽
と
舞

踊
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
村
上
の
物
産
や
瀬
波
温
泉
宿
泊
券

が
当
た
る
大
福
引
会
が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
田
所
副
会
長
の
指
揮
で
校
歌

を
斉
唱
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

散
会
後
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
は
来
年
の
再
会

を
誓
っ
て
帰
路
に
、
も
し
く
は
二
次
会
、
ク

ラ
ス
会
に
流
れ
た
の
は
間
違
い
の
無
い
事
実

で
す
。

（
ふ
じ
み
野
市
在
住
）

昨
年
「
同
窓
の
集
い
」
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
同
級
生
と
の
交
流

も
ほ
と
ん
ど
無
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
同

窓
会
に
も
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
同
窓
の
集
い
」
に
参
加
す
る
気
持
ち
も

無
く
、
維
持
会
費
の
み
納
め
て
い
ま
し
た
。

維
持
会
費
の
納
入
者
の
中
に
同
級
生
の
名
前

を
見
つ
け
懐
か
し
い
と
思
う
こ
と
は
有
り
ま

し
た
。
同
期
の
中
村
さ
ん
は
同
窓
会
関
東
支

部
の
幹
事
と
し
て
活
動
し
会
報
に
記
事
が
載

り
、
近
況
を
知
り
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
り
、
中
村
さ
ん
か
ら
「
二
九
回

生
の
同
期
会
を
し
ま
し
ょ
う
。」と
案
内
を
頂

き
ま
し
た
。
同
期
の
み
ん

な
に
会
い
た
い
と
出
席
の

返
事
を
出
し
ま
し
た
。

卒
業
以
来
の
再
会
と
楽
し

み
に
し
て
出
か
け
た
も
の

旧３９ 鈴木 喜一
旧４０ 川崎 賢治
旧４０ 富樫 利男
旧４１ 下妻 末作
旧４１ 長谷川和夫
旧４６ 奥村 有功
旧４６ 近 五郎
旧４７ 八木下真司
併１ 田仲 一成
定６ 工藤 セツ
定７ 遠山 春雄
定１１ 立花 俊道
定１１ 細井ミツ子
定１１ 本間 健志
定２０ 細越 健一
１ 木村 一昭
２ 川上 孝
２ 竹内 功
３ 家田 昌典
３ 小田 正二
３ 斎藤 次男
３ 斎藤 悌三
３ 斎藤 奎二
３ 佐野 清廣
３ 田中 照浩
３ 中村 芳夫
５ 青木 新一
５ 佐藤 セキ
５ 藤田 桂
５ 稲葉 五郎
５ 小田 勝四
５ 櫻井久美子
５ 篠木 幸雄
５ 宗村 承子
５ 湯浅 慶子
５ 渡邊 明犬
５ 和泉 義隆
５ 遠山 雄平
５ 渡辺 晋
５ 佐藤 祐郎
５ 青木恵美子
５ 飯沼 孝
５ 大山 浩
５ 菅 一郎
５ 山田 學
５ 渡辺 孝教
６ 野中千枝子
６ 泉原 富子
６ 大平 悦子
６ 外門 功
６ 松田 順子
６ 荒木 廣
６ 乾 良雄
６ 岩澤 正子
６ 内山 忠
６ 大平 恵吾
６ 花形キヨミ
７ 小林 順次
７ 中村 泰而
７ 本間 岩雄
７ 笠原 順子
７ 齋藤 實
７ 林 節子
７ 水野 貞
７ 佐藤 守
７ 石本 保子
７ 内山 安蔵
８ 佐藤 タエ
８ 宮坂 久子
８ 山口 捷平
８ 伊与部国男
８ 大滝 正次
８ 赤見 市郎
８ 大多喜 勝
８ 木藤 克子
８ 鷺山 ミキ
８ 中野 菊栄
８ 星野 昌夫
８ 川崎 昇
８ 高橋 正
９ 本間 正英
９ 三浦 誠治
９ 佐藤 雪子
９ 関根 洋子
９ 稲垣 伸夫
９ 板垣 義郎

９ 齋藤 吾郎
９ 安原 征治
９ 鈴木 亮
９ 本間 勝治
１０ 小野 安雄
１０ 本城 賢司
１０ 村山 ジウ
１０ 岸野 洋
１０ 小林 ミチ
１０ 齋藤 忠治
１０ 鈴木 富夫
１０ 長谷川康夫
１０ 長島 昭
１１ 佐藤 輝道
１１ 小薬 晃
１１ 相馬 義嗣
１１ 古川 宏
１１ 松田 純司
１１ 渡辺 喜市
１２ 小林 正子
１２ 菅原 宣夫
１２ 山脇 昂
１２ 渡辺 慶子
１２ 山宮 イツ
１２ 伊藤 正勝
１２ 当摩 幸彦
１２ 野口 春樹
１２ 月居 洋子
１３ 磯部 正男
１３ 高橋 翼
１３ 前田 寛郎
１３ 前田 洋二
１３ 渡辺 輝男
１３ 板垣 成也
１３ 松村 命
１３ 伊部 京子
１３ 渡部 和子
１３ 伊藤 衛
１３ 佐藤 建夫
１３ 菅井 眞人
１４ 富山 久
１４ 松永 純子
１４ 佐藤 勝
１４ 館島 忠夫
１４ 早川 玖子
１４ 細野 勲
１４ 黒岩 紘子
１４ 丹田 兵次
１４ 磯部 哲也
１４ 三浦 優
１４ 村山 孝夫
１４ 落合 信子
１４ 土肥 直子
１５ 伊藤満紀子
１５ 尾崎 茂
１５ 佐藤 武
１５ 永井 文男
１５ 本間 道子
１５ 松澤 正
１５ 大川トミ子
１５ 本間 隆子
１５ 金山 勝也
１５ 益田 洋子
１５ 宮治 マチ
１５ 鈴木 康夫
１５ 角替 キヨ
１５ 服部 越郎
１５ 明前 壽一
１５ 山本 桂子
１５ 荒井 チヨ
１５ 寺井 賢二
１５ 小川タケ子
１５ 鈴木益良雄
１５ 本保 銀二
１５ 松田 靖彬
１５ 小田 毘古
１５ 小田 洋雄
１５ 田中 敏博
１５ 宮野美保子
１６ 冨樫 春夫
１６ 中尾 子
１６ 松田 七郎
１６ 鈴木 愈
１６ 竹内 幸恵
１６ 二宮 照子
１６ 増村 正二

１６ 菅井 章人
１６ 川村 稔
１６ 川村 忠久
１６ 菊地 司郎
１６ 佐藤 純
１６ 中山 國男
１６ 大坪 信武
１６ 小池 登
１６ 佐藤 三男
１６ 藤山 洋一
１７ 市川 房子
１７ 倉崎テル子
１７ 伊与部 健
１７ 金谷 法子
１７ 森田千代子
１７ 山本 宏平
１７ 太田 直也
１７ 鈴木 沙代
１７ 本間 保
１７ 吉本 淳子
１７ 児玉 正弘
１７ 鈴木 昭策
１７ 斎藤千恵子
１７ 富樫 芳次
１７ 本間千代子
１７ 宮本久美子
１７ 板垣ヨシ子
１７ 楫取 英子
１７ 小池正一郎
１７ 佐藤 笑子
１７ 品沢 昇
１７ 品沢美代子
１７ 田所 和子
１７ 米山 静子
１７ 若穂囲 勇
１７ 青木 瑞江
１７ 稲垣 常夫
１７ 宮 絢子
１７ 山本なつ子
１７ 服部 芳朗
１７ 三科 禮三
１７ 南 公隆
１８ 小堀紗智子
１８ 渡辺美奈子
１８ 渡邊 妙子
１８ 金田 昭子
１８ 篠原 広子
１８ 平山 謙
１８ 斎藤 周平
１８ 高橋 光男
１８ 中村 和憲
１８ 高橋 繁夫
１８ 中村 忠泰
１８ 三国 哲朗
１８ 横山 峯介
１９ 河口富美子
１９ 坂中 良子
１９ 菅井 初雄
１９ 長坂三重子
１９ 村山みち子
１９ 磯部 衛
１９ 木村 香
１９ 名取久仁子
１９ 天城 義博
１９ 小泉 克子
１９ 安冨 成良
１９ 吉川 梅子
１９ 岡田 吉枝
１９ 井上ミヤコ
１９ 鈴木 実
１９ 美濃部千恵子
１９ 秋山 芳行
１９ 佐藤 昭二
１９ 佐貫 秀子
１９ 菅井小夜子
１９ 中村富美子
１９ 茂原孝太郎
１９ 山下 治郎
１９ 山本 文忠
１９ 小川 誠
１９ 鳥屋 実
１９ 成岡 茂
２０ 菅原 孝
２０ 森 いつ子
２０ 大沼 晶
２０ 渡辺 峰男

２０ 加藤 正己
２０ 木村 幸夫
２０ 畠山千重子
２０ 平山 恵美
２０ 佐藤久美子
２０ 前川満壽美
２０ 渡辺 泰次
２０ 菅原ヒロ子
２０ 鈴木いう子
２０ 玉井 洋子
２０ 富野 竹子
２０ 肥本 久子
２０ 阿部美保子
２０ 繁多 紀子
２０ 中村加和子
２０ 阿部 周
２０ 尾上 啓子
２０ 齋藤 満男
２０ 新沼たず子
２０ 本間 廣
２０ 佐藤 方直
２０ 志田 裕
２０ 鈴木 陽二
２０ 崎 慶一
２０ 羽深 大三
２１ 伊藤マユ子
２１ 久保喜代子
２１ 飛田 芳子
２１ 清水恵美子
２１ 舩山由喜男
２１ 飯島 剛
２１ 小磯 栄子
２１ 斎藤 勇一
２１ 岡見みさ子
２１ 清水 正幸
２１ 鈴木 正信
２１ 中村 金男
２１ 瀬下 江二
２１ 本保 悦也
２１ 吉田恵美子
２１ 薄井 徹
２１ 難波 光子
２１ 萩原美津枝
２１ 山際 敏和
２１ 山崎 久男
２１ 遠藤きみ子
２１ 恩田たみ子
２１ 川上 幸男
２１ 川内 正
２１ 高橋 美徳
２１ 寺井 克為
２１ 新野 正治
２１ 中村 修平
２２ 小池 博幸
２２ 工藤さよ子
２２ 鈴木 鉄雄
２２ 鈴木 弥生
２２ 丹 光一
２２ 山崎とし子
２２ 美濃 忠三
２２ 神浦 英子
２２ 斎藤 茂
２２ 団原やい子
２２ 室井こずえ
２２ 八藤後和行
２２ 山本 敦
２２ 小島 盛和
２２ 佐藤 裕治
２３ 大出 照子
２３ 鈴木 和美
２３ 近 孝
２３ 細谷 洋子
２３ 渡辺 次男
２３ 佐伯 ユミ
２３ 百瀬ひろみ
２３ 須崎ミチ子

２３ 木村 春夫
２３ 八藤後忠夫
２３ 井上えみ子
２３ 小堀美喜子
２３ 櫻井 繁雄
２３ 村田 裕子
２３ 高橋 晋
２３ 高橋 光顕
２３ 萩原 澄子
２３ 加藤 明
２３ 斎藤 直樹
２３ 中村 則行
２４ 広沢なお子
２４ 七海 陽子
２４ 本間 茂司
２４ 本間三重子
２４ 高橋 重実
２４ 高橋 初雄
２４ 土屋 康子
２４ 村山 博子
２４ 吉澤まり子
２４ 仙 むつみ
２４ 山本 青子
２４ 阿部 正人
２４ 山本千代子
２４ 渡邉 聡
２４ 板垣 保明
２４ 遠山 満
２４ 山本 利春
２５ 中田勢津子
２５ 森井眞由美
２５ 山本 純子
２５ 須貝与志明
２５ 近藤 喜則
２６ 佐藤 隆
２７ 高橋百合子
２７ 石栗 忠彦
２７ 山村 重雄
２７ 梅原 章子
２７ 臼井 潔人
２７ 久保田圭子
２７ 稲葉 潔
２８ 水島 大海
２８ 岡 正子
２８ 櫻井 繁子
２９ 大塚 寿子
２９ 山本 和代
２９ 小池 邦彦
２９ 稲葉 充
２９ 川崎 芳邦
２９ 澤永 芳美
３０ 小林 敦子
３０ 山本 進平
３０ 相馬 章
３０ 廣本さとみ
３０ 伊藤 ヨシ
３０ 中山 定次
３０ 清野 篤
３０ 丹田 安夫
３０ 中村 好
３０ 斎藤 司
３１ 南 恵美子
３１ 坂井 昌夫
３２ 森山 敦子
３３ 廣田 昭美
３３ 金澤 清美
３５ 唐戸 悦子
３５ 前川 則子
３６ 中島 博
３６ 佐藤利枝子
３７ 花房 泰浩
３９ 山本 一郎

氏名不詳１名
ご協力数は

４０７名

２７年度 収入の部

総会会費・お祝い金

１３３名 ９４５，０００円

維持会費

３５８名 ８４４，０００円

雑収入

６８円

前年度より繰越金

６５６，９３４円

合計 ２，４４６，００２円

２７年度 支出の部
総会費 ９３９，２６６円
印刷費 ３４０，０５０円
通信費 ２５２，８１６円
維持会費払込手数料

３１，８３０円
旅費及び慶弔費

１３６，２００円
会議費 １５２，３９５円
運営費 ３８，７８２円
次年度への繰越金

５５４，６６３円
合計 ２，４４６，００２円

卒業回

顧 問 佐藤 勝 １４回
会 長 山本 宏平 １７回
副 会 長 田所 和子 １７回
〃 山下 治郎 １９回
〃 安冨 成良 １９回
〃 中村 修平 ２１回
〃 美濃 忠三 ２２回

会計監査 長谷川康夫 １０回
〃 遠藤きみ子 ２１回

事務局長 櫻井 繁雄 ２３回
事 務 局 高橋 光顕 ２３回
〃 木村 春夫 ２３回

幹 事 木村 一昭 １回
〃 川上 孝 ２回
〃 小田 正二 ３回
〃 渡辺 孝教 ５回
〃 中野 素子 ６回
〃 荒木 廣 ６回
〃 乾 良雄 ６回
〃 齋藤 實 ７回
〃 中野 菊栄 ８回
〃 小池 悟朗 ８回
〃 関根 洋子 ９回
〃 鈴木 亮 ９回
〃 本間 勝治 ９回
〃 小野 安雄 １０回
〃 小林 ミチ １０回
〃 本間 健志 定１１回
〃 横山 昇 １２回
〃 板垣 成也 １３回
〃 伊藤 衞 １３回
〃 菅井 眞人 １３回
〃 松澤 正 １５回
〃 尾崎 茂 １５回
〃 川村 稔 １６回
〃 佐藤 三男 １６回
〃 佐藤 衛 １６回
〃 宮 絢子 １７回
〃 本間 保 １７回
〃 緒方 光彦 １８回
〃 中村 和憲 １８回
〃 高橋 繁夫 １８回
〃 濱中 壽子 １８回
〃 菅井 初雄 １９回
〃 長坂三重子 １９回
〃 秋山 芳行 １９回
〃 志田 裕 ２０回
〃 瀬下 江二 ２１回
〃 斉藤 勇一 ２１回
〃 山崎 久男 ２１回
〃 八藤後和行 ２２回
〃 鈴木 弥生 ２２回
〃 佐藤 裕治 ２２回
〃 室井こずえ ２２回
〃 山本 利春 ２４回
〃 高橋 初雄 ２４回
〃 佐藤 隆 ２６回
〃 永井 賢吉 ２６回
〃 石栗 忠彦 ２７回
〃 水島 大海 ２８回
〃 中村 英之 ２９回
〃 大塚 寿子 ２９回
〃 山本 和代 ２９回
〃 伊藤 ヨシ ３０回
〃 相馬 章 ３０回
〃 小林 敦子 ３０回
〃 丹田 安夫 ３０回
〃 山本 進平 ３０回
〃 南 恵美子 ３１回
〃 篠崎 泉 ３４回
〃 前田 格 ３６回

氏 名役 職

（２）

懐かしい２００９年総会筆者右端

平成２９年（２０１７）５月１０日村 高

２９回・３０回生 筆者右端

維持会費納入のご協力ありがとうございました

２９年３月末現在２８年度 維持会費拠出者一覧

村 高http : //www.murakou.com/～kanto/index.html

■ 村高関東支部役員一覧 ■
平成２８年度

（７）



同
期
会
便
り
一
七
回
生

九
月
二
四
日
（
日
）
出
席
者
二
六
名

幹
事
・
田
所
和
子
（
一
七
回
）

母
校
便
り

村
上
高
等
学
校

校
長

関
矢
和
彦

斎
藤

實
（
７
回
）

古
稀
を
記
念
し
て
一
二
年

ぶ
り
の
関
東
支
部
同
期
会

卒
業
し
て
五
二
年
の
歳
月

が
経
っ
た
と
は
感
無
量
で

す
！半

年
前
か
ら
準
備
に
取
り

掛
り
、
八
ク
ラ
ス
九
六
名
に

案
内
状
を
発
送
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
待
っ
て
ま
し
た

と
ば
か
り
に
早
々
と
、
お
茶

の
水
の
会
場
に
集
合
し
、
先

ず
は
再
会
で
き
た
幸
せ
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。

「
あ
の
人
だ
れ
？
」
か
ら

始
ま
っ
た
会
話
も
、
あ
っ
と

い
う
間
に
話
に
花
が
咲
き
、

笑
い
が
絶
え
な
い
。
い
つ
も

な
が
ら
、
気
持
ち
は
高
校
時

代
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。
興
た
け
な
わ
の

頃
、
一
人
ず
つ
マ
イ
ク
を
握
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
卒
業
後
の
進
路
か
ら
始
ま
り
、
い
ま

だ
現
役
と
い
う
人
、
退
職
後
の
有
意
義
な
過

ご
し
方
、
趣
味
の
話
、
連
れ
合
い
の
介
護
や

自
分
の
病
気
、
怪
我
・
骨
折
な
ど
で
話
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
身
近
な
話
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
美
味
し
い
料
理
と
杯
を
傾
け
て
い

る
間
に
二
時
間
と
い
う
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ほ
ぼ
全
員
が
二
次
会
に
直
行
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
も
語
り
合
い
、
話
が
尽
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
回
は
七
七
歳
の
喜
寿
に
？
い
や
、
待
て

な
い
か
ら
五
年
後
の
七
五
歳
に
と
・
・
・

そ
こ
で
、
同
期
の
皆
様
、
ぜ
ひ
、
六
月
一

七
日
の
同
窓
会
総
会
、
次
回
の
同
期
会
に
足

を
運
ん
で
毎
年
顔
を
合
わ
せ
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
、
村
上
、
枚
方
、
三
島
と
遠
方
よ

り
の
出
席
者
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

出
席
者
（
一
組
か
ら
順
に
・
旧

姓
使
用
）
板
垣
房
子
、
本
間
イ

シ
子
、
野
口
法
子
、
五
十
嵐
嘉

男
、
伊
与
部
健
、
山
本
宏
平
、

本
間
保
、
五
十
嵐
睦
、
佐
藤
マ

チ
子
、
児
玉
正
弘
、
鈴
木
昭
策
、

大
島
文
雄
、
当
摩
健
、
富
樫
芳

次
、
滝
波
久
美
子
、
佐
藤
勇
、

伊
与
部
英
子
、
小
田
和
子
、
松

村
順
子
、
佐
藤
絢
子
、
本
間
瑞

江
、
稲
垣
常
夫
、
菊
谷
敏
、
南

公
隆
、
服
部
芳
朗
、
村
山
誠（
於

お
茶
ノ
水
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
）

（
藤
沢
市
在
住
）

昨
年
、
支
部
総
会
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
元
気
な

お
姿
や
同
窓
生
と
し
て

の
絆
の
深
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
さ
す
が

伝
統
校
の
村
上
高
校
こ
こ
に
あ
り
、
と
い
う

感
慨
を
抱
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
同
窓
生

の
皆
さ
ま
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い

つ
ま
で
も
こ
よ
な
く
郷
土
村
上
を
愛
す
る
様

子
が
伺
え
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
三
月
上

旬
は
、
卒
業
式
や
高
校
入
試
が
あ
り
、
一
年

間
を
締
め
く
く
る
重
要
な
行
事
が
続
く
時
期

に
あ
た
り
ま
す
。
ご
承
知
の
こ
と
か
と
思
い

ま
す
が
、
少
子
化
が
進
み
、
本
校
は
平
成
二

十
九
年
度
か
ら
四
学
級
募
集
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
た
本

校
で
す
が
、
お
陰
様
で
、
平
成
二
十
八
・
二

十
九
年
度
と
入
学
者
選
抜
の
志
願
者
が
定
員

を
超
え
、
地
域
の
中
学
生
か
ら
、
通
い
た
い

高
校
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
限
り

で
す
。
日
頃
か
ら
、
教
職
員
が
熱
意
や
愛
情

を
た
っ
ぷ
り
注
い
で
、
生
徒
一
人
一
人
を
大

切
に
し
な
が
ら
親
身
に
指
導
し
て
い
る
こ
と

が
、
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
入
学
し
た
生
徒
た

ち
が
、
「
堅
忍
不
抜
」
の
精
神
で
、
三
年
間

文
武
両
道
を
貫
き
、
進
路
実
現
や
部
活
動
等

で
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
る
こ
と
は
、
大

変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
、

在
校
生
、
教
職
員
と
も
に
村
上
高
校
を
誇
り

に
思
い
、
大
い
に
自
信
が
湧
い
て
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
六
〜
二

十
八
年
度
の
三
年
間
、
県
教
育
委
員
会
の
指

定
を
受
け
、
小
中
高
で
連
携
し
て
英
語
の
授

業
改
善
や
教
材
開
発
を
進
め
、
学
ぶ
意
欲
や

英
語
運
用
能
力
を
高
め
る
「
ハ
ブ
ス
ク
ー
ル

事
業
（
村
上
南
小
〜
村
上
一
中
〜
本
校
が
中

心
）」を
終
了
し
、
着
実
に
成
果
が
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
二
年
生

の
修
学
旅
行
先
が
、
沖
縄
か

ら
グ
ア
ム
へ
と
変
更
に
な
り

ま
す
。
沖
縄
も
平
和
学
習
や

民
泊
な
ど
素
晴
ら
し
い
体
験

が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
本

校
の
生
徒
に
は
、
村
上
の
歴
史
・
文
化
・
資

源
を
「
知
る
」
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
へ
の
愛

着
を
育
む
と
と
も
に
、
国
際
的
視
野
を
持
ち

将
来
村
上
を
中
心
に
活
躍
し
、
地
域
を
活
性

化
す
る
人
材
を
村
上
か
ら
「
育
て
」、村
上
の

魅
力
を
国
内
外
に
「
伝
え
る
」、そ
の
よ
う
な

生
徒
を
育
成
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

今
年
度
、
創
立
百
十
七
年
を
迎
え
た
本
校

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
礎
を
築
い
て

こ
ら
れ
た
先
輩
諸
氏
に
一
歩
で
も
近
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
日
々
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
に
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

の
、
出
席
者
は
わ
ず
か
で
し
た
。
自
分
も
含

め
高
校
時
代
は
遙
か
昔
の
思
い
出
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
な
と
少
し
さ
み
し
く
感
じ
ま

し
た
。

同
期
会
に
は
先
輩
の
田
所
さ
ん
も
出
席
し

て
い
て
二
九
回
生
が
次
の
「
同
窓
の
集
い
」

当
番
幹
事
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
他
の
同
期
生
は
そ
の
事
を
察
知
し
参
加

し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
（
笑
）

こ
ん
な
経
過
で
同
窓
会
に
関
わ
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
同
窓
会
の
役
員
幹
事

忘
年
会
で
は
同
期
の
吉
田
（
旧
姓
）
さ
ん
と

再
会
出
来
ま
し
た
。
高
校
時
代
の
恩
師
吉
田

牧
夫
先
生
の
娘
さ
ん
で
、お
父
様
か
ら
も「
ぜ

ひ
お
手
伝
い
し
て
き
な
さ
い
。」と
背
中
を
押

さ
れ
て
参
加
し
た
と
の
事
で
し
た
。
仲
間
が

増
え
て
俄
然
心
強
く
な
っ
た
次
第
で
す
。

そ
れ
で
も
当
番
幹
事
を
務
め
ら
れ
る
ほ
ど

に
は
同
期
の
人
数
が
集
ま
ら
ず
、
先
輩
の
皆

様
方
が
企
画
運
営
し
て
く
だ
さ
る
、
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
く
形
と
な
り
ま
し
た
。

せ
め
て
参
加
者
を
一
人
で
も
増
や
し
た
い

思
い
で
、
卒
業
生
で
あ
る
叔
母
と
妹
に
声
を

掛
け
参
加
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
叔
母
が
同
期
の
方
二
名
を
誘
っ

て
く
れ
ま
し

た
。
有
り
難
か

っ
た
で
す
。

当
日
は
、
朝

か
ら
準
備
に
始

ま
り
受
付
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し

た
。
残
念
な
が

ら
頼
り
の
中
村

さ
ん
、
稲
葉
さ

ん
は
仕
事
で
欠
席
で
し
た
。
で
も
吉
田
さ
ん

が
澤
永
さ
ん
を
誘
っ
て
く
れ
三
人
娘
で
一
緒

に
会
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ガ
ー
ナ
の
民
族
音
楽

と
舞
踊
で
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
音
楽
は
明
る

く
会
場
が
華
や
か
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら

の
飛
び
入
り

参

加

も

あ

り
、
演
奏
者

と
会
場
が
一

つ
に
な
っ
た

素
晴
ら
し
い

ひ
と
と
き
で

し
た
。
故
郷

の
お
酒
も
美

味
し
か
っ
た

で
す
。
校
歌

斉
唱
は
懐
か

し
く
人
一
倍

声
を
張
り
上
げ
歌
い
ま
し
た
。

今
回
（
昨
年
度
）
の
「
同
窓
の
集
い
」
に

は
一
四
〇
余
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
来

賓
の
方
々
、
大
先
輩
の
皆
様
、
物
産
店
の
故

郷
の
皆
様
、
お
か
げ
さ
ま
で
し
た
。

な
か
な
か
新
し
い
参
加
者
、
若
い
世
代
が

増
え
な
い
の
が
同
窓
会
の
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
会
を
高
校
時
代
を
思
い
出
す
場

と
し
て
、
先
輩
や
故
郷
の
方
と
交
流
し
ま
し

ょ
う
。
私
は
村
高
愛
・
郷
土
愛
を
感
じ
る
場

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

次
回
（
今
年
度
）
は
三
〇
回
生
の
皆
さ
ん

が
当
番
学
年
で
す
。
「
同
窓
の
集
い
」
は
懐

か
し
い
友
達
に
出
会
う
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

（
相
模
原
市
在
住
）

ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
が

瀬
波
海
岸
に
上
陸

魚
雷
敷
設
の
無
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本

海
海
岸
に
位
置
す
る
新

潟
県
瀬
波
海
岸
に
終
戦

か
ら
約
二
ヶ
月
後
の
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
一

三
日
朝
、
米
軍
の
上
陸
用
舟
艇
三
〇
〇
〇
ト

ン
（
Ｌ
Ｓ
Ｔ
型
）
二
二
隻
が
接
岸
し
、
米
国

陸
軍
第
一
一
軍
団
兵
士
七
〇
〇
人
が
上
陸
し

た
。
こ
の
歴
史
的
事
実
に
遭
遇
し
た
人
は
故

郷
村
上
に
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

昭
和
一
一
年
生
ま
れ
の
私
が
小
学
校
三
年

生
九
歳
の
体
験
で
あ
っ
た
。
多
く
の
戦
争
記

録
の
中
で
日
本
海
側
に
位
置
す
る
、
瀬
波
海

岸
米
軍
上
陸
の
事
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

水
深
の
比
較
的
深
い
岩
ケ
崎
寄
り
の
海
岸

に
午
前
一
〇

時
頃
に
船
団

が

接

岸

し

た
。
上
陸
艇

の
先
端
が
大

き
く
開
き
、

次
か
ら
次
へ

と
ジ
ー
プ
・

戦
車
が
隊
列
を
な
し
て
上
陸
し
て
き
た
。
そ

の
光
景
を
私
は
三
面
川
の
河
口
付
近
の
土
手

か
ら
眺
め
て
い
た
。

こ
の
揚
陸
作
業
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、

久
保
田
町
の
我
が
家
の
前
に
は
カ
ー
キ
色
の

戦
車
が
道
路
の
片
側
に
並
び
、
小
銃
を
肩
に

か
け
た
体
格
の
良
い
黒
人
兵
達
が
巡
視
し
な

が
ら
闊
歩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
兵
の
後

を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
ね

だ
り
な
が
ら
付
い
て
行
っ
た
思
い
出
も
か
す

か
に
残
っ
て
い
る
。
怖
さ
を
覚
え
た
思
い
は

薄
い
。
道
路
に
並
ん
だ
戦
車

も
二
日
後
く
ら
い
に
は
移
動

し
、
新
潟
方
面
に
結
集
し
た

よ
う
だ
。
揚
陸
作
業
は
年
末

ま
で
続
き
、
陸
揚
げ
さ
れ
た

物
資
は
瀬
波
小
学
校
や
村
上

の
駅
前
に
集
荷
さ
れ
て
い
た
。
兵
士
た
ち
は

日
本
会
館
道
場
（
現
在
の
大
観
荘
）、温
泉
旅

館
、
瀬
波
小
学
校
に
宿
泊
し
て
い
た
と
思

う
。米

兵
の
軍
律
が
厳
し
か
っ
た
の
か
、
心
配

さ
れ
た
略
奪
行
為
等
を
耳
に
す
る
こ
と
は
無

か
っ
た
。
中
に
は
柱
時
計
や
女
性
の
浴
衣
な

ど
を
欲
し
が
る
兵
士
も
い
た
よ
う
だ
が
、
強

奪
す
る
の
で
は
な
く
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ビ
ス

ケ
ッ
ト
な
ど
と
交
換
し
た
よ
う
だ
。

上
陸
地
点
で
あ
る
瀬
波
新
田
町
に
「
米
国

進
駐
軍
上
陸
地
点
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
の

は
上
陸
か
ら
五
二
年
後
の
平
成
九
年
九
月
二

八
日
だ
。
そ
の
後
、
平
成
一
〇
年
八
月
二
日

海
岸
の
一
五
〇
ｍ
先
の
海
底
か
ら
（
株
）
福

田
組
の
大
型
ク
レ
ー
ン
船
に
よ
り
米
軍
の
錨

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
錨
は
揚
陸
作
業

が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
、
大
時
化
に
あ
っ
た

（６）平成２９年（２０１７）５月１０日村 高

村高を巣立つ 平成２８年度卒業式

校歌斉唱

村 高http : //www.murakou.com/～kanto/index.html

２９回生三人娘 筆者は右端

（３）



あ
る
日
曜
日

山
本
進
平
（
３０
回
）

第
六
回
歴
史
散
策

副
会
長
（
担
当
）
美
濃
忠
三
（
２２
回
）

米
軍
船
舶
が

錨
を
切
断
し

粟
島
に
緊
急

避
難
し
た
時

に
海
底
に
残

さ
れ
た
も
の

だ
。
一
〇
日

間
の
研
磨
修

復
の
結
果
五

〇
年
以
上
の
歳
月
を
経
て
文
字
が
浮
か
び
上

が
っ
た
。

こ
の
錨
は
歴
史
の
証
人
と
し
て
日
本
海
側

た
だ
一
ヶ
所
の
米
軍
上
陸
の
碑
と
と
も
に
小

屋
に
納
め
展
示
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
八
年
五
月
五
日

ふ
る
さ
と
の
思

い
を
寄
せ
て
記
す
。

（
立
川
市
在
住
）

二
月
の
あ
る
日
曜

日
、
上
野
の
国
立
東
京

博
物
館
東
洋
館
に
で
か

け
た
。
目
あ
て
は
中
国

古
代
の
殷
時
代
の
青
銅
器
だ
。
上
海
博
物
館

の
収
蔵
品
も
特
別
公
開
さ
れ
三
千
年
前
の
見

事
な
装
飾
の
青
銅
器
を
見
て
往
時
の
中
国
王

族
の
暮
ら
し
を
想
像
し
感
嘆
し
た
。

帰
り
が
け
上
野
公
園
の
看
板
で
ラ
ス
コ
ー

洞
窟
の
壁
画
展
を
見
逃
し
た
事
を
知
り
「
え

っ
」
と
落
胆
し
た
。
二
万
年
前
の
ク
ロ
マ
ニ

ヨ
ン
人
の
壁
画
は
見
た
か
っ
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
村
上
で
の
中
学
生
時
代
、

友
達
と
自
転
車
で
門
前
の
耕
雲
寺
に
行
き
山

門
を
く
ぐ
っ
た
瞬
間
に
別
世
界
に
引
き
込
ま

れ
た
よ
う
な
神
気
の
衝
撃
を
感
じ
友
達
と
立

ち
す
く
ん
だ
。
思
わ
ず
後
ず
さ
り
し
友
達
と

顔
を
見
合
わ
せ
た
。
あ
れ
か
ら
四
〇
年
以
上

経
ち
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
画
像
で
耕
雲
寺
の

見
事
な
山
門
の
健
在
を
確
認
し
、
今
度
村
上

に
帰
っ
た
ら
行
こ
う
と
決
め
、
ま
た
あ
の
山

門
で
あ
の

時
と
同
じ

神
気
を
感

じ
る
事
が

出
来
る
の

か
？
楽
し

み
だ
。

司
馬
遼

太
郎
か
ら

始
ま
り
池

波
正
太
郎

高
橋
克
彦

加
藤
廣
・
・
・
日
本
史
関
連
小
説
を
乱
読
し

た
。
最
近
は
宮
城
谷
昌
光
の
中
国
古
代
〜
春

秋
時
代
の
歴
史
小
説
に
は
ま
り
、
ま
た
真
田

丸
で
大
河
ド
ラ
マ
に
も
は
ま
り
歴
史
の
雑
食

系
と
化
し
て
い
る
。

昨
年
位
か
ら
、
村
高
の
先
輩
方
と
交
流
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
本
庄
繁
長
、
猿
沢
城
の
話

を
聞
い
た
。
本
も
頂
戴
し
本
庄
繁
長
は
耕
雲

寺
と
ゆ
か
り
が
あ
る
事
を
知
り
、
や
は
り
耕

雲
寺
は
別
格
の
場
所
だ
っ
た
と
納
得
し
た
。

ま
た
お
城
山
の
村
上
城
は
本
庄
城
で
「
山

上
に
連
な
る
石
塁
が
圧
巻
」
と
北
陸
地
方
の

城
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ

村
上
の
こ
と
を
知
ら
な
い
事
に
気
付
き
、
村

上
に
今
度
帰
る
の
を
ま
す
ま
す
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

話
は
変
わ
り
、
私
の
通
勤
路
線
の
西
武
線

『
う
ど
ん
ラ
リ
ー
』
を
ご
存
知
で
す
か
？

西
武
沿
線
の
う
ど
ん
名
店
を
紹
介
し
て
お

り
、う
ど
ん
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
企
画
だ
。

つ
い
で
に
う
ど
ん
好
き
へ
の

穴
場
情
報

西
武
池
袋
百
貨
店
屋
上
の

手
打
ち
う
ど
ん
、
『
孤
独
の

グ
ル
メ
』
で
も
紹
介
さ
れ
超
有
名
だ
。

や
や
寂
し
い
デ
パ
ー
ト
屋
上
で
青
空
を
見

な
が
ら
食
べ
る
う
ど
ん
は
絶
品
だ
。

西
武
線
、
東
久
留
米
の
柳
久
保
う
ど
ん

幻
の
小
麦
と
言
わ
れ
る
柳
久
保
小
麦
が
平
成

一
五
年
に
復
活
し
特
産
品
と
し
て
売
り
出
し

中
だ
。
ま
だ
食
し
て
い
な
い
が
非
常
に
腰
が

強
く
香
り
が
良
い
ら
し
い
。（
練
馬
区
在
住
）

小
江
戸
川
越
を
歩
く

申
し
分
な
い
秋
の
行
楽
日
和
に
恵
ま
れ
た

平
成
二
八
年
一
〇
月
二
六
日
（
水
）
一
五
名

の
村
高
Ｏ
Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
が
西
武
新
宿
線
本
川
越

駅
に
集
合
し
小
江
戸
歴
史
散
策
に
出
か
け
ま

し
た
。

出
発
！
駅
か
ら
川
越
大
師
喜
多
院
を
目
指

し
出
か
け
ま
し
た
。
喜
多
院
に
行
く
途
中
に

も
い
ろ
い
ろ
歴
史
的
な
建
物
が
多
く
小
江
戸

の
名
に
恥
じ
な
い
街
並
み
を
見
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。

喜
多
院
で
は
徳
川
家
光
誕
生
の
間
、
春
日

局
化
粧
の
間
を
見
学
し
、
外
で
は
五
百
羅
漢

を
お
参
り
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
し

た
お
羅
漢
さ
ん
、
ひ
そ
ひ
そ
話
を
し
て
い
る

よ
う
な
像
も
あ
り
び
っ
く
り
。

喜
多
院
の

次
は
楽
し
み

に
し
て
い
た

ラ
ン
チ
。
大

正
ロ
マ
ン
通

り
の
古
い
商

家
を
使
っ
た

風
情
あ
る
レ

ス

ト

ラ

ン

「
右
門
」で
芋

お
こ
わ
ラ
ン

チ
を
堪
能
し

ま
し
た
。
芋
が
名
物
の
川
越
で
し
か
楽
し
め

な
い
料
理
と
地
ビ
ー
ル
で
満
足
。
ビ
ー
ル
は

キ
リ
ン
や
ア
サ
ヒ
の
方
が
上
と
思
い
き
や
芋

お
こ
わ
料
理
と
小
江
戸（
芋
）ビ
ー
ル
の
相
性

が
ぴ
っ
た
り
で
と
て
も
満
足
し
ま
し
た
。

昼
食
後
は
本
丸
御
殿
を
見
学
し
官
僚
武
士

の
仕
事
ぶ
り
を
見
学
、
そ
の
後
一
番
街
で
古

い
蔵
作
り
の
街
を
散
策
し
菓
子
屋
横
丁
に
行

き
ま
し
た
。

菓
子
屋
横
丁
で
は
子
供
の
頃
に
見
た
お
菓

子
、
玩
具
を
見
て
少
年

期
に
戻
っ
た
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

最
後
は
「
時
の
鐘
」

の
前
で
全
員
集
ま
り
記

念
写
真
を
撮
り
、
さ
ら
に
散
策
を
希
望
す
る

人
も
い
た
の
で
駅
ま
で
戻
ら
ず
、
こ
の
場
所

で
解
散
し
ま
し
た
。
由
緒
あ
る
建
物
が
多
く

天
候
に
も
恵
ま
れ
参
加
者
一
同
と
て
も
良
い

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
度
は
浅
草
界
隈
と

浅
草
落
語
を
楽
し
み
ま

す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＆
総

会
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
所
沢
市
在
住
）

前
回
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
反
省
を
踏

ま
え
、
ア
ク
セ
ス
良
好
で
慣
れ
親
し
ん
だ
紫

カ
ン
ト
リ
ー
あ
や
め
コ
ー
ス
に
お
い
て
フ
ル

ゲ
ー
ト
且
つ
キ
ャ
ン
セ
ル
な
し
の
六
組
二
四

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
臥
牛
会
の
レ
ジ

ェ
ン
ド
湯
浅
慶
子
さ
ん
が
復
帰
し
、
木
村
香

（
１９
回
）
さ
ん
川
村
正
（
２１
回
）
さ
ん
の
二

人
が
新
規
参
戦
し
ま
し
た
。

・
優
勝

高
橋
国
栄
（
２０
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

六
九

・
準
優
勝

本
間

保
（
１７
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

七
〇
（
ベ
ス
グ
ロ
）

・
三
位

本
間
善
衛
（
２０
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

七
〇

※
二
位
三
位
は
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
の
少
な
い

方
が
上
位
と
な
り
ま
す
。

春
に
引
き
続
き
、
今
回
も
紫
カ
ン
ト
リ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。
朝
コ
ー
ス
に
向
か
う
高

速
道
路
で
は
霧
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

一
〇
月
に
し
て
は
少
々
涼
い
気
候
で
し
た

が
雨
が
落
ち
る
こ
と
も
無
く
プ
レ
ー
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

田
中
照
浩
（
３
回
）
さ
ん
が
昨
年
に
続
い

て
参
加
し
ま
し
た
。
湯
浅
慶
子
（
５
回
）
さ

ん
と
共
に
後
輩
の
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
力
を
得
て
卒
業
一
桁
の
先

輩
た
ち
が
円
熟
の
技
を
見
せ
大
活
躍
し
ま
し

た
。
ま
さ
に
「
堅
忍
不
抜
の
精
神
」
を
体
現

し
て
く
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
！

「
参
加
す
る
だ
け

じ
ゃ
な
い
ぞ
。」と
奮

起
し
た
鈴
木
亮
会
長

が
優
勝
（
Ｖ
４
）
の

栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。
準
優
勝
は
伊
与

部
国
男
（
８
回
）
さ

ん
、
三
位
の
伊
藤
マ

ユ
子
（
２１
回
）
さ
ん

と
ベ
ス
グ
ロ
と
ド
ラ
コ
ン
ホ
ー
ル
二
つ
を
獲

得
し
た
本
間
保
（
１７
回
）
さ
ん
が
卒
業
二
桁

勢
と
し
て
一
矢
報
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

・
優
勝

鈴
木

亮

（
９
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

六
七

・
準
優
勝

伊
与
部
国
男
（
８
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

七
〇

・
三
位

伊
藤
マ
ユ
子
（
２１
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

七
一

（
文

臥
牛
会
事
務
局

瀬
下
）

（４）平成２９年（２０１７）５月１０日

米軍上陸の碑と小屋に

保存された錨

喜多院にて全員集合

耕雲寺山門

村 高

散策の先頭を歩く筆者

ゴ
ル
フ
同
好
会

「
臥
牛
会
」

第
五
七
回
（
春
季
）
コ
ン
ペ

平
成
二
八
年
四
月
一
三
日
（
水
）

紫
カ
ン
ト
リ
ー
あ
や
め
コ
ー
ス

参
加
者
多
く
楽
し
く
プ
レ
ー

第
五
八
回
（
秋
季
）
コ
ン
ペ

平
成
二
八
年
十
月
一
三
日
（
木
）

紫
カ
ン
ト
リ
ー
あ
や
め
コ
ー
ス

ベ
テ
ラ
ン
勢
円
熟
の
技
冴
え
る

村 高

時の鐘前で解散しました

http : //www.murakou.com/～kanto/index.html（５）



あ
る
日
曜
日

山
本
進
平
（
３０
回
）

第
六
回
歴
史
散
策

副
会
長
（
担
当
）
美
濃
忠
三
（
２２
回
）

米
軍
船
舶
が

錨
を
切
断
し

粟
島
に
緊
急

避
難
し
た
時

に
海
底
に
残

さ
れ
た
も
の

だ
。
一
〇
日

間
の
研
磨
修

復
の
結
果
五

〇
年
以
上
の
歳
月
を
経
て
文
字
が
浮
か
び
上

が
っ
た
。

こ
の
錨
は
歴
史
の
証
人
と
し
て
日
本
海
側

た
だ
一
ヶ
所
の
米
軍
上
陸
の
碑
と
と
も
に
小

屋
に
納
め
展
示
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
八
年
五
月
五
日

ふ
る
さ
と
の
思

い
を
寄
せ
て
記
す
。

（
立
川
市
在
住
）

二
月
の
あ
る
日
曜

日
、
上
野
の
国
立
東
京

博
物
館
東
洋
館
に
で
か

け
た
。
目
あ
て
は
中
国

古
代
の
殷
時
代
の
青
銅
器
だ
。
上
海
博
物
館

の
収
蔵
品
も
特
別
公
開
さ
れ
三
千
年
前
の
見

事
な
装
飾
の
青
銅
器
を
見
て
往
時
の
中
国
王

族
の
暮
ら
し
を
想
像
し
感
嘆
し
た
。

帰
り
が
け
上
野
公
園
の
看
板
で
ラ
ス
コ
ー

洞
窟
の
壁
画
展
を
見
逃
し
た
事
を
知
り
「
え

っ
」
と
落
胆
し
た
。
二
万
年
前
の
ク
ロ
マ
ニ

ヨ
ン
人
の
壁
画
は
見
た
か
っ
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
村
上
で
の
中
学
生
時
代
、

友
達
と
自
転
車
で
門
前
の
耕
雲
寺
に
行
き
山

門
を
く
ぐ
っ
た
瞬
間
に
別
世
界
に
引
き
込
ま

れ
た
よ
う
な
神
気
の
衝
撃
を
感
じ
友
達
と
立

ち
す
く
ん
だ
。
思
わ
ず
後
ず
さ
り
し
友
達
と

顔
を
見
合
わ
せ
た
。
あ
れ
か
ら
四
〇
年
以
上

経
ち
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
画
像
で
耕
雲
寺
の

見
事
な
山
門
の
健
在
を
確
認
し
、
今
度
村
上

に
帰
っ
た
ら
行
こ
う
と
決
め
、
ま
た
あ
の
山

門
で
あ
の

時
と
同
じ

神
気
を
感

じ
る
事
が

出
来
る
の

か
？
楽
し

み
だ
。

司
馬
遼

太
郎
か
ら

始
ま
り
池

波
正
太
郎

高
橋
克
彦

加
藤
廣
・
・
・
日
本
史
関
連
小
説
を
乱
読
し

た
。
最
近
は
宮
城
谷
昌
光
の
中
国
古
代
〜
春

秋
時
代
の
歴
史
小
説
に
は
ま
り
、
ま
た
真
田

丸
で
大
河
ド
ラ
マ
に
も
は
ま
り
歴
史
の
雑
食

系
と
化
し
て
い
る
。

昨
年
位
か
ら
、
村
高
の
先
輩
方
と
交
流
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
本
庄
繁
長
、
猿
沢
城
の
話

を
聞
い
た
。
本
も
頂
戴
し
本
庄
繁
長
は
耕
雲

寺
と
ゆ
か
り
が
あ
る
事
を
知
り
、
や
は
り
耕

雲
寺
は
別
格
の
場
所
だ
っ
た
と
納
得
し
た
。

ま
た
お
城
山
の
村
上
城
は
本
庄
城
で
「
山

上
に
連
な
る
石
塁
が
圧
巻
」
と
北
陸
地
方
の

城
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ

村
上
の
こ
と
を
知
ら
な
い
事
に
気
付
き
、
村

上
に
今
度
帰
る
の
を
ま
す
ま
す
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

話
は
変
わ
り
、
私
の
通
勤
路
線
の
西
武
線

『
う
ど
ん
ラ
リ
ー
』
を
ご
存
知
で
す
か
？

西
武
沿
線
の
う
ど
ん
名
店
を
紹
介
し
て
お

り
、う
ど
ん
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
企
画
だ
。

つ
い
で
に
う
ど
ん
好
き
へ
の

穴
場
情
報

西
武
池
袋
百
貨
店
屋
上
の

手
打
ち
う
ど
ん
、
『
孤
独
の

グ
ル
メ
』
で
も
紹
介
さ
れ
超
有
名
だ
。

や
や
寂
し
い
デ
パ
ー
ト
屋
上
で
青
空
を
見

な
が
ら
食
べ
る
う
ど
ん
は
絶
品
だ
。

西
武
線
、
東
久
留
米
の
柳
久
保
う
ど
ん

幻
の
小
麦
と
言
わ
れ
る
柳
久
保
小
麦
が
平
成

一
五
年
に
復
活
し
特
産
品
と
し
て
売
り
出
し

中
だ
。
ま
だ
食
し
て
い
な
い
が
非
常
に
腰
が

強
く
香
り
が
良
い
ら
し
い
。（
練
馬
区
在
住
）

小
江
戸
川
越
を
歩
く

申
し
分
な
い
秋
の
行
楽
日
和
に
恵
ま
れ
た

平
成
二
八
年
一
〇
月
二
六
日
（
水
）
一
五
名

の
村
高
Ｏ
Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
が
西
武
新
宿
線
本
川
越

駅
に
集
合
し
小
江
戸
歴
史
散
策
に
出
か
け
ま

し
た
。

出
発
！
駅
か
ら
川
越
大
師
喜
多
院
を
目
指

し
出
か
け
ま
し
た
。
喜
多
院
に
行
く
途
中
に

も
い
ろ
い
ろ
歴
史
的
な
建
物
が
多
く
小
江
戸

の
名
に
恥
じ
な
い
街
並
み
を
見
な
が
ら
歩
き

ま
し
た
。

喜
多
院
で
は
徳
川
家
光
誕
生
の
間
、
春
日

局
化
粧
の
間
を
見
学
し
、
外
で
は
五
百
羅
漢

を
お
参
り
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
し

た
お
羅
漢
さ
ん
、
ひ
そ
ひ
そ
話
を
し
て
い
る

よ
う
な
像
も
あ
り
び
っ
く
り
。

喜
多
院
の

次
は
楽
し
み

に
し
て
い
た

ラ
ン
チ
。
大

正
ロ
マ
ン
通

り
の
古
い
商

家
を
使
っ
た

風
情
あ
る
レ

ス

ト

ラ

ン

「
右
門
」で
芋

お
こ
わ
ラ
ン

チ
を
堪
能
し

ま
し
た
。
芋
が
名
物
の
川
越
で
し
か
楽
し
め

な
い
料
理
と
地
ビ
ー
ル
で
満
足
。
ビ
ー
ル
は

キ
リ
ン
や
ア
サ
ヒ
の
方
が
上
と
思
い
き
や
芋

お
こ
わ
料
理
と
小
江
戸（
芋
）ビ
ー
ル
の
相
性

が
ぴ
っ
た
り
で
と
て
も
満
足
し
ま
し
た
。

昼
食
後
は
本
丸
御
殿
を
見
学
し
官
僚
武
士

の
仕
事
ぶ
り
を
見
学
、
そ
の
後
一
番
街
で
古

い
蔵
作
り
の
街
を
散
策
し
菓
子
屋
横
丁
に
行

き
ま
し
た
。

菓
子
屋
横
丁
で
は
子
供
の
頃
に
見
た
お
菓

子
、
玩
具
を
見
て
少
年

期
に
戻
っ
た
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

最
後
は
「
時
の
鐘
」

の
前
で
全
員
集
ま
り
記

念
写
真
を
撮
り
、
さ
ら
に
散
策
を
希
望
す
る

人
も
い
た
の
で
駅
ま
で
戻
ら
ず
、
こ
の
場
所

で
解
散
し
ま
し
た
。
由
緒
あ
る
建
物
が
多
く

天
候
に
も
恵
ま
れ
参
加
者
一
同
と
て
も
良
い

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
度
は
浅
草
界
隈
と

浅
草
落
語
を
楽
し
み
ま

す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＆
総

会
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
所
沢
市
在
住
）

前
回
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
反
省
を
踏

ま
え
、
ア
ク
セ
ス
良
好
で
慣
れ
親
し
ん
だ
紫

カ
ン
ト
リ
ー
あ
や
め
コ
ー
ス
に
お
い
て
フ
ル

ゲ
ー
ト
且
つ
キ
ャ
ン
セ
ル
な
し
の
六
組
二
四

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
臥
牛
会
の
レ
ジ

ェ
ン
ド
湯
浅
慶
子
さ
ん
が
復
帰
し
、
木
村
香

（
１９
回
）
さ
ん
川
村
正
（
２１
回
）
さ
ん
の
二

人
が
新
規
参
戦
し
ま
し
た
。

・
優
勝

高
橋
国
栄
（
２０
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

六
九

・
準
優
勝

本
間

保
（
１７
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

七
〇
（
ベ
ス
グ
ロ
）

・
三
位

本
間
善
衛
（
２０
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

七
〇

※
二
位
三
位
は
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
の
少
な
い

方
が
上
位
と
な
り
ま
す
。

春
に
引
き
続
き
、
今
回
も
紫
カ
ン
ト
リ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。
朝
コ
ー
ス
に
向
か
う
高

速
道
路
で
は
霧
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

一
〇
月
に
し
て
は
少
々
涼
い
気
候
で
し
た

が
雨
が
落
ち
る
こ
と
も
無
く
プ
レ
ー
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

田
中
照
浩
（
３
回
）
さ
ん
が
昨
年
に
続
い

て
参
加
し
ま
し
た
。
湯
浅
慶
子
（
５
回
）
さ

ん
と
共
に
後
輩
の
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
力
を
得
て
卒
業
一
桁
の
先

輩
た
ち
が
円
熟
の
技
を
見
せ
大
活
躍
し
ま
し

た
。
ま
さ
に
「
堅
忍
不
抜
の
精
神
」
を
体
現

し
て
く
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
！

「
参
加
す
る
だ
け

じ
ゃ
な
い
ぞ
。」と
奮

起
し
た
鈴
木
亮
会
長

が
優
勝
（
Ｖ
４
）
の

栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。
準
優
勝
は
伊
与

部
国
男
（
８
回
）
さ

ん
、
三
位
の
伊
藤
マ

ユ
子
（
２１
回
）
さ
ん

と
ベ
ス
グ
ロ
と
ド
ラ
コ
ン
ホ
ー
ル
二
つ
を
獲

得
し
た
本
間
保
（
１７
回
）
さ
ん
が
卒
業
二
桁

勢
と
し
て
一
矢
報
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

・
優
勝

鈴
木

亮

（
９
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

六
七

・
準
優
勝

伊
与
部
国
男
（
８
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

七
〇

・
三
位

伊
藤
マ
ユ
子
（
２１
回
）

Ｎ
Ｅ
Ｔ

七
一

（
文

臥
牛
会
事
務
局

瀬
下
）

（４）平成２９年（２０１７）５月１０日

米軍上陸の碑と小屋に

保存された錨

喜多院にて全員集合

耕雲寺山門

村 高

散策の先頭を歩く筆者

ゴ
ル
フ
同
好
会

「
臥
牛
会
」

第
五
七
回
（
春
季
）
コ
ン
ペ

平
成
二
八
年
四
月
一
三
日
（
水
）

紫
カ
ン
ト
リ
ー
あ
や
め
コ
ー
ス

参
加
者
多
く
楽
し
く
プ
レ
ー

第
五
八
回
（
秋
季
）
コ
ン
ペ

平
成
二
八
年
十
月
一
三
日
（
木
）

紫
カ
ン
ト
リ
ー
あ
や
め
コ
ー
ス

ベ
テ
ラ
ン
勢
円
熟
の
技
冴
え
る

村 高

時の鐘前で解散しました

http : //www.murakou.com/～kanto/index.html（５）



同
期
会
便
り
一
七
回
生

九
月
二
四
日
（
日
）
出
席
者
二
六
名

幹
事
・
田
所
和
子
（
一
七
回
）

母
校
便
り

村
上
高
等
学
校

校
長

関
矢
和
彦

斎
藤

實
（
７
回
）

古
稀
を
記
念
し
て
一
二
年

ぶ
り
の
関
東
支
部
同
期
会

卒
業
し
て
五
二
年
の
歳
月

が
経
っ
た
と
は
感
無
量
で

す
！半

年
前
か
ら
準
備
に
取
り

掛
り
、
八
ク
ラ
ス
九
六
名
に

案
内
状
を
発
送
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
待
っ
て
ま
し
た

と
ば
か
り
に
早
々
と
、
お
茶

の
水
の
会
場
に
集
合
し
、
先

ず
は
再
会
で
き
た
幸
せ
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。

「
あ
の
人
だ
れ
？
」
か
ら

始
ま
っ
た
会
話
も
、
あ
っ
と

い
う
間
に
話
に
花
が
咲
き
、

笑
い
が
絶
え
な
い
。
い
つ
も

な
が
ら
、
気
持
ち
は
高
校
時

代
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。
興
た
け
な
わ
の

頃
、
一
人
ず
つ
マ
イ
ク
を
握
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
卒
業
後
の
進
路
か
ら
始
ま
り
、
い
ま

だ
現
役
と
い
う
人
、
退
職
後
の
有
意
義
な
過

ご
し
方
、
趣
味
の
話
、
連
れ
合
い
の
介
護
や

自
分
の
病
気
、
怪
我
・
骨
折
な
ど
で
話
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
身
近
な
話
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
美
味
し
い
料
理
と
杯
を
傾
け
て
い

る
間
に
二
時
間
と
い
う
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ほ
ぼ
全
員
が
二
次
会
に
直
行
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
も
語
り
合
い
、
話
が
尽
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
回
は
七
七
歳
の
喜
寿
に
？
い
や
、
待
て

な
い
か
ら
五
年
後
の
七
五
歳
に
と
・
・
・

そ
こ
で
、
同
期
の
皆
様
、
ぜ
ひ
、
六
月
一

七
日
の
同
窓
会
総
会
、
次
回
の
同
期
会
に
足

を
運
ん
で
毎
年
顔
を
合
わ
せ
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
、
村
上
、
枚
方
、
三
島
と
遠
方
よ

り
の
出
席
者
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

出
席
者
（
一
組
か
ら
順
に
・
旧

姓
使
用
）
板
垣
房
子
、
本
間
イ

シ
子
、
野
口
法
子
、
五
十
嵐
嘉

男
、
伊
与
部
健
、
山
本
宏
平
、

本
間
保
、
五
十
嵐
睦
、
佐
藤
マ

チ
子
、
児
玉
正
弘
、
鈴
木
昭
策
、

大
島
文
雄
、
当
摩
健
、
富
樫
芳

次
、
滝
波
久
美
子
、
佐
藤
勇
、

伊
与
部
英
子
、
小
田
和
子
、
松

村
順
子
、
佐
藤
絢
子
、
本
間
瑞

江
、
稲
垣
常
夫
、
菊
谷
敏
、
南

公
隆
、
服
部
芳
朗
、
村
山
誠（
於

お
茶
ノ
水
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
）

（
藤
沢
市
在
住
）

昨
年
、
支
部
総
会
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
元
気
な

お
姿
や
同
窓
生
と
し
て

の
絆
の
深
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
さ
す
が

伝
統
校
の
村
上
高
校
こ
こ
に
あ
り
、
と
い
う

感
慨
を
抱
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
同
窓
生

の
皆
さ
ま
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い

つ
ま
で
も
こ
よ
な
く
郷
土
村
上
を
愛
す
る
様

子
が
伺
え
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
三
月
上

旬
は
、
卒
業
式
や
高
校
入
試
が
あ
り
、
一
年

間
を
締
め
く
く
る
重
要
な
行
事
が
続
く
時
期

に
あ
た
り
ま
す
。
ご
承
知
の
こ
と
か
と
思
い

ま
す
が
、
少
子
化
が
進
み
、
本
校
は
平
成
二

十
九
年
度
か
ら
四
学
級
募
集
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
た
本

校
で
す
が
、
お
陰
様
で
、
平
成
二
十
八
・
二

十
九
年
度
と
入
学
者
選
抜
の
志
願
者
が
定
員

を
超
え
、
地
域
の
中
学
生
か
ら
、
通
い
た
い

高
校
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
嬉
し
い
限
り

で
す
。
日
頃
か
ら
、
教
職
員
が
熱
意
や
愛
情

を
た
っ
ぷ
り
注
い
で
、
生
徒
一
人
一
人
を
大

切
に
し
な
が
ら
親
身
に
指
導
し
て
い
る
こ
と

が
、
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
入
学
し
た
生
徒
た

ち
が
、
「
堅
忍
不
抜
」
の
精
神
で
、
三
年
間

文
武
両
道
を
貫
き
、
進
路
実
現
や
部
活
動
等

で
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
る
こ
と
は
、
大

変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
、

在
校
生
、
教
職
員
と
も
に
村
上
高
校
を
誇
り

に
思
い
、
大
い
に
自
信
が
湧
い
て
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
六
〜
二

十
八
年
度
の
三
年
間
、
県
教
育
委
員
会
の
指

定
を
受
け
、
小
中
高
で
連
携
し
て
英
語
の
授

業
改
善
や
教
材
開
発
を
進
め
、
学
ぶ
意
欲
や

英
語
運
用
能
力
を
高
め
る
「
ハ
ブ
ス
ク
ー
ル

事
業
（
村
上
南
小
〜
村
上
一
中
〜
本
校
が
中

心
）」を
終
了
し
、
着
実
に
成
果
が
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
二
年
生

の
修
学
旅
行
先
が
、
沖
縄
か

ら
グ
ア
ム
へ
と
変
更
に
な
り

ま
す
。
沖
縄
も
平
和
学
習
や

民
泊
な
ど
素
晴
ら
し
い
体
験

が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
本

校
の
生
徒
に
は
、
村
上
の
歴
史
・
文
化
・
資

源
を
「
知
る
」
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
へ
の
愛

着
を
育
む
と
と
も
に
、
国
際
的
視
野
を
持
ち

将
来
村
上
を
中
心
に
活
躍
し
、
地
域
を
活
性

化
す
る
人
材
を
村
上
か
ら
「
育
て
」、村
上
の

魅
力
を
国
内
外
に
「
伝
え
る
」、そ
の
よ
う
な

生
徒
を
育
成
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

今
年
度
、
創
立
百
十
七
年
を
迎
え
た
本
校

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
礎
を
築
い
て

こ
ら
れ
た
先
輩
諸
氏
に
一
歩
で
も
近
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
日
々
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り
に
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

の
、
出
席
者
は
わ
ず
か
で
し
た
。
自
分
も
含

め
高
校
時
代
は
遙
か
昔
の
思
い
出
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
な
と
少
し
さ
み
し
く
感
じ
ま

し
た
。

同
期
会
に
は
先
輩
の
田
所
さ
ん
も
出
席
し

て
い
て
二
九
回
生
が
次
の
「
同
窓
の
集
い
」

当
番
幹
事
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
他
の
同
期
生
は
そ
の
事
を
察
知
し
参
加

し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
（
笑
）

こ
ん
な
経
過
で
同
窓
会
に
関
わ
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
同
窓
会
の
役
員
幹
事

忘
年
会
で
は
同
期
の
吉
田
（
旧
姓
）
さ
ん
と

再
会
出
来
ま
し
た
。
高
校
時
代
の
恩
師
吉
田

牧
夫
先
生
の
娘
さ
ん
で
、お
父
様
か
ら
も「
ぜ

ひ
お
手
伝
い
し
て
き
な
さ
い
。」と
背
中
を
押

さ
れ
て
参
加
し
た
と
の
事
で
し
た
。
仲
間
が

増
え
て
俄
然
心
強
く
な
っ
た
次
第
で
す
。

そ
れ
で
も
当
番
幹
事
を
務
め
ら
れ
る
ほ
ど

に
は
同
期
の
人
数
が
集
ま
ら
ず
、
先
輩
の
皆

様
方
が
企
画
運
営
し
て
く
だ
さ
る
、
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
く
形
と
な
り
ま
し
た
。

せ
め
て
参
加
者
を
一
人
で
も
増
や
し
た
い

思
い
で
、
卒
業
生
で
あ
る
叔
母
と
妹
に
声
を

掛
け
参
加
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
叔
母
が
同
期
の
方
二
名
を
誘
っ

て
く
れ
ま
し

た
。
有
り
難
か

っ
た
で
す
。

当
日
は
、
朝

か
ら
準
備
に
始

ま
り
受
付
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し

た
。
残
念
な
が

ら
頼
り
の
中
村

さ
ん
、
稲
葉
さ

ん
は
仕
事
で
欠
席
で
し
た
。
で
も
吉
田
さ
ん

が
澤
永
さ
ん
を
誘
っ
て
く
れ
三
人
娘
で
一
緒

に
会
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ガ
ー
ナ
の
民
族
音
楽

と
舞
踊
で
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
音
楽
は
明
る

く
会
場
が
華
や
か
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら

の
飛
び
入
り

参

加

も

あ

り
、
演
奏
者

と
会
場
が
一

つ
に
な
っ
た

素
晴
ら
し
い

ひ
と
と
き
で

し
た
。
故
郷

の
お
酒
も
美

味
し
か
っ
た

で
す
。
校
歌

斉
唱
は
懐
か

し
く
人
一
倍

声
を
張
り
上
げ
歌
い
ま
し
た
。

今
回
（
昨
年
度
）
の
「
同
窓
の
集
い
」
に

は
一
四
〇
余
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
来

賓
の
方
々
、
大
先
輩
の
皆
様
、
物
産
店
の
故

郷
の
皆
様
、
お
か
げ
さ
ま
で
し
た
。

な
か
な
か
新
し
い
参
加
者
、
若
い
世
代
が

増
え
な
い
の
が
同
窓
会
の
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
会
を
高
校
時
代
を
思
い
出
す
場

と
し
て
、
先
輩
や
故
郷
の
方
と
交
流
し
ま
し

ょ
う
。
私
は
村
高
愛
・
郷
土
愛
を
感
じ
る
場

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

次
回
（
今
年
度
）
は
三
〇
回
生
の
皆
さ
ん

が
当
番
学
年
で
す
。
「
同
窓
の
集
い
」
は
懐

か
し
い
友
達
に
出
会
う
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

（
相
模
原
市
在
住
）

ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
が

瀬
波
海
岸
に
上
陸

魚
雷
敷
設
の
無
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本

海
海
岸
に
位
置
す
る
新

潟
県
瀬
波
海
岸
に
終
戦

か
ら
約
二
ヶ
月
後
の
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
一

三
日
朝
、
米
軍
の
上
陸
用
舟
艇
三
〇
〇
〇
ト

ン
（
Ｌ
Ｓ
Ｔ
型
）
二
二
隻
が
接
岸
し
、
米
国

陸
軍
第
一
一
軍
団
兵
士
七
〇
〇
人
が
上
陸
し

た
。
こ
の
歴
史
的
事
実
に
遭
遇
し
た
人
は
故

郷
村
上
に
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

昭
和
一
一
年
生
ま
れ
の
私
が
小
学
校
三
年

生
九
歳
の
体
験
で
あ
っ
た
。
多
く
の
戦
争
記

録
の
中
で
日
本
海
側
に
位
置
す
る
、
瀬
波
海

岸
米
軍
上
陸
の
事
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

水
深
の
比
較
的
深
い
岩
ケ
崎
寄
り
の
海
岸

に
午
前
一
〇

時
頃
に
船
団

が

接

岸

し

た
。
上
陸
艇

の
先
端
が
大

き
く
開
き
、

次
か
ら
次
へ

と
ジ
ー
プ
・

戦
車
が
隊
列
を
な
し
て
上
陸
し
て
き
た
。
そ

の
光
景
を
私
は
三
面
川
の
河
口
付
近
の
土
手

か
ら
眺
め
て
い
た
。

こ
の
揚
陸
作
業
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、

久
保
田
町
の
我
が
家
の
前
に
は
カ
ー
キ
色
の

戦
車
が
道
路
の
片
側
に
並
び
、
小
銃
を
肩
に

か
け
た
体
格
の
良
い
黒
人
兵
達
が
巡
視
し
な

が
ら
闊
歩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
兵
の
後

を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
ね

だ
り
な
が
ら
付
い
て
行
っ
た
思
い
出
も
か
す

か
に
残
っ
て
い
る
。
怖
さ
を
覚
え
た
思
い
は

薄
い
。
道
路
に
並
ん
だ
戦
車

も
二
日
後
く
ら
い
に
は
移
動

し
、
新
潟
方
面
に
結
集
し
た

よ
う
だ
。
揚
陸
作
業
は
年
末

ま
で
続
き
、
陸
揚
げ
さ
れ
た

物
資
は
瀬
波
小
学
校
や
村
上

の
駅
前
に
集
荷
さ
れ
て
い
た
。
兵
士
た
ち
は

日
本
会
館
道
場
（
現
在
の
大
観
荘
）、温
泉
旅

館
、
瀬
波
小
学
校
に
宿
泊
し
て
い
た
と
思

う
。米

兵
の
軍
律
が
厳
し
か
っ
た
の
か
、
心
配

さ
れ
た
略
奪
行
為
等
を
耳
に
す
る
こ
と
は
無

か
っ
た
。
中
に
は
柱
時
計
や
女
性
の
浴
衣
な

ど
を
欲
し
が
る
兵
士
も
い
た
よ
う
だ
が
、
強

奪
す
る
の
で
は
な
く
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ビ
ス

ケ
ッ
ト
な
ど
と
交
換
し
た
よ
う
だ
。

上
陸
地
点
で
あ
る
瀬
波
新
田
町
に
「
米
国

進
駐
軍
上
陸
地
点
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
の

は
上
陸
か
ら
五
二
年
後
の
平
成
九
年
九
月
二

八
日
だ
。
そ
の
後
、
平
成
一
〇
年
八
月
二
日

海
岸
の
一
五
〇
ｍ
先
の
海
底
か
ら
（
株
）
福

田
組
の
大
型
ク
レ
ー
ン
船
に
よ
り
米
軍
の
錨

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
錨
は
揚
陸
作
業

が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
、
大
時
化
に
あ
っ
た

（６）平成２９年（２０１７）５月１０日村 高

村高を巣立つ 平成２８年度卒業式

校歌斉唱

村 高http : //www.murakou.com/～kanto/index.html

２９回生三人娘 筆者は右端

（３）



ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
最
後
の
総
会
盛
会

丹
田

安
夫
（
３０
回
）

当
番
学
年
で
す
よ
！

大
塚
寿
子
（
２９
回
）

が
、
壇
上
に

て
「
翌
年
度

の
当
番
幹
事

を
頑
張
り
ま

す
。」と
宣
誓

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
木

村
春
夫
君
も

加
わ
り
三
名

で
今
後
の
方
針
を
決
め
動
き
始
め
ま
し
た
。

九
月
に
初
め
て
の
同
期
の
会
合
を
開
催
し

一
二
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎

月
準
備
会
と
称
し
て
飲
み
会
を
開
き
、
同
期

会
の
立
ち
上
げ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
新
年
会

等
の
集
い
を
開
催
し
、
総
会
に
向
け
て
団
結

を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
も
同
期

会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
（
三
〇
数
名
参

加
）。同
期
の
女
子
会
も
で
き
て
ま
す
よ
。

さ
て
現
在
登
録
会
員
数
は
約
二
一
〇
〇
名

（
本
校
同
窓
生
名
簿
平
成
二
七
年
一
二
月
発

行
版
で
一
〇
〇
余
名
追
加
）
で
す
が
会
員
の

高
齢
化
と
住
所
変
更
等
に
伴
い
、
年
々
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
お
知
り
合
い
で
広

報
紙
が
届
か
な
い
人
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
友
人
に

発
送
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
問
合
せ
も
、
氏

名
・
卒
年
等
の
情
報
で
検
索
・
確
認
が
出
来

ま
す
。
最
後
に
、
皆
さ
ん
同
期
会
を
開
い
て

ま
す
か
？
参
加
し
て
ま
す
か
？
学
び
舎
で
共

に
過
ご
し
た
人
達
と
会
っ
て
お
話
す
る
の
は

楽
し
い
で
す
よ
。
今
ま
で
開
い
た
事
が
無
い

学
年
に
は
事
務
局
で
も
応
援
し
ま
す
の
で
連

絡
を
く
だ
さ
い
。
若
い
人
達
の
参
加
を
歓
迎

し
ま
す
。（

川
崎
市
在
住
）

二
八
年
度
同
窓
の
集
い

昨
年
度
同
窓
会
関
東
支
部
総
会
お
よ
び
懇

親
会
は
平
成
二
八
年
六
月
一
八
日
、
千
代
田

区
麹
町
の
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
」
で
、
同
所

で
の
最
後
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会

場
の
利
用
は
平
成
一
六
年
開
催
の
総
会
懇
親

会
以
降
一
三
年
間
に
亘
り
ま
し
た
が
、
貸
館

業
務
終
了
の
た
め
、
平
成
二
九
年
度
総
会
は

そ
の
お
隣「
主
婦
会
館
」に
て
開
催
し
ま
す
。

さ
て
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
」
の
一
階
の
フ

ロ
ン
ト
に
は
町
火
消
し
の
ま
と
い
が
立
て
て

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
東
京
消
防

庁
の
関
連
施
設
で
マ
ス
コ
ッ
ト「
キ
ュ
ー
タ
」

が
飾
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
が
並
べ
ら
れ
て
あ
り
、
フ
ロ
ン

ト
で
買
う
事
が
出
来
た
よ
う
で
す
。
会
場
使

用
も
消
防
庁
出
身
の
先
輩
の
紹
介
か
ら
で
し

た
。二

八
年
度
の
総
会
懇
親
会
は
会
員
、
本
校

校
長
先
生
、
本
校
同
窓
会
会
長
、
同
窓
会
他

支
部
長
、

郷
友
会
役

員
等
の
ご

来
賓
を
含

め
一
四
二

名
が
出
席

し
盛
大
に

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
宣
言

に

始

ま

り
、
山
本

宏
平
会
長
の
挨
拶
、
ご
来
賓
の
紹
介
と
ご
挨

拶
を
頂
き
各
種
報
告
を
行
い
無
事
総
会
の
部

を
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
実
行
委
員
と
当
番
幹
事
に

よ
る
懇
親
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の

当
番
幹
事
は
二
九
回
生
で
大
塚
寿
子
さ
ん
、

山
本
和
代
さ
ん
、
澤
永
芳
美
さ
ん
の
三
名
が

参
加
し
、
大
塚
さ
ん
が
開
会
の
鏡
割
り
を
行

い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
支
部
の
活
動
の
報

告
や
今
年
度
当
番
幹
事
、
来
年
度
当
番
幹
事

の
紹
介
を
行
い
、
来
年
度
の
当
番
幹
事
と
同

期
の
三
〇
回
卒
の
高
橋
邦
芳
村
上
市
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
私
が
代
読
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
高
橋
市
長
に
は
昨
年
の
総
会
は
都
合

で
出
席
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
絶

対
ご
出
席
頂
き
た
く
早
々
に
日
程
を
お
知
ら

せ
し
、
万
障
繰
合
せ
て
御
出
席
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
三
〇
回
卒
の

同
期
会
も
併
せ
て
行
う
予
定
で
す
。

さ
て
、
毎
年
懇
親
会
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
は
ア
フ
リ
カ
・
ガ
ー
ナ
共
和
国
の
音

楽
グ
ル
ー
プ
を
お
招
き
し
、
民
族
音
楽
と
舞

踊
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
村
上
の
物
産
や
瀬
波
温
泉
宿
泊
券

が
当
た
る
大
福
引
会
が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
田
所
副
会
長
の
指
揮
で
校
歌

を
斉
唱
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

散
会
後
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
は
来
年
の
再
会

を
誓
っ
て
帰
路
に
、
も
し
く
は
二
次
会
、
ク

ラ
ス
会
に
流
れ
た
の
は
間
違
い
の
無
い
事
実

で
す
。

（
ふ
じ
み
野
市
在
住
）

昨
年
「
同
窓
の
集
い
」
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
同
級
生
と
の
交
流

も
ほ
と
ん
ど
無
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
同

窓
会
に
も
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
同
窓
の
集
い
」
に
参
加
す
る
気
持
ち
も

無
く
、
維
持
会
費
の
み
納
め
て
い
ま
し
た
。

維
持
会
費
の
納
入
者
の
中
に
同
級
生
の
名
前

を
見
つ
け
懐
か
し
い
と
思
う
こ
と
は
有
り
ま

し
た
。
同
期
の
中
村
さ
ん
は
同
窓
会
関
東
支

部
の
幹
事
と
し
て
活
動
し
会
報
に
記
事
が
載

り
、
近
況
を
知
り
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
り
、
中
村
さ
ん
か
ら
「
二
九
回

生
の
同
期
会
を
し
ま
し
ょ
う
。」と
案
内
を
頂

き
ま
し
た
。
同
期
の
み
ん

な
に
会
い
た
い
と
出
席
の

返
事
を
出
し
ま
し
た
。

卒
業
以
来
の
再
会
と
楽
し

み
に
し
て
出
か
け
た
も
の

旧３９ 鈴木 喜一
旧４０ 川崎 賢治
旧４０ 富樫 利男
旧４１ 下妻 末作
旧４１ 長谷川和夫
旧４６ 奥村 有功
旧４６ 近 五郎
旧４７ 八木下真司
併１ 田仲 一成
定６ 工藤 セツ
定７ 遠山 春雄
定１１ 立花 俊道
定１１ 細井ミツ子
定１１ 本間 健志
定２０ 細越 健一
１ 木村 一昭
２ 川上 孝
２ 竹内 功
３ 家田 昌典
３ 小田 正二
３ 斎藤 次男
３ 斎藤 悌三
３ 斎藤 奎二
３ 佐野 清廣
３ 田中 照浩
３ 中村 芳夫
５ 青木 新一
５ 佐藤 セキ
５ 藤田 桂
５ 稲葉 五郎
５ 小田 勝四
５ 櫻井久美子
５ 篠木 幸雄
５ 宗村 承子
５ 湯浅 慶子
５ 渡邊 明犬
５ 和泉 義隆
５ 遠山 雄平
５ 渡辺 晋
５ 佐藤 祐郎
５ 青木恵美子
５ 飯沼 孝
５ 大山 浩
５ 菅 一郎
５ 山田 學
５ 渡辺 孝教
６ 野中千枝子
６ 泉原 富子
６ 大平 悦子
６ 外門 功
６ 松田 順子
６ 荒木 廣
６ 乾 良雄
６ 岩澤 正子
６ 内山 忠
６ 大平 恵吾
６ 花形キヨミ
７ 小林 順次
７ 中村 泰而
７ 本間 岩雄
７ 笠原 順子
７ 齋藤 實
７ 林 節子
７ 水野 貞
７ 佐藤 守
７ 石本 保子
７ 内山 安蔵
８ 佐藤 タエ
８ 宮坂 久子
８ 山口 捷平
８ 伊与部国男
８ 大滝 正次
８ 赤見 市郎
８ 大多喜 勝
８ 木藤 克子
８ 鷺山 ミキ
８ 中野 菊栄
８ 星野 昌夫
８ 川崎 昇
８ 高橋 正
９ 本間 正英
９ 三浦 誠治
９ 佐藤 雪子
９ 関根 洋子
９ 稲垣 伸夫
９ 板垣 義郎

９ 齋藤 吾郎
９ 安原 征治
９ 鈴木 亮
９ 本間 勝治
１０ 小野 安雄
１０ 本城 賢司
１０ 村山 ジウ
１０ 岸野 洋
１０ 小林 ミチ
１０ 齋藤 忠治
１０ 鈴木 富夫
１０ 長谷川康夫
１０ 長島 昭
１１ 佐藤 輝道
１１ 小薬 晃
１１ 相馬 義嗣
１１ 古川 宏
１１ 松田 純司
１１ 渡辺 喜市
１２ 小林 正子
１２ 菅原 宣夫
１２ 山脇 昂
１２ 渡辺 慶子
１２ 山宮 イツ
１２ 伊藤 正勝
１２ 当摩 幸彦
１２ 野口 春樹
１２ 月居 洋子
１３ 磯部 正男
１３ 高橋 翼
１３ 前田 寛郎
１３ 前田 洋二
１３ 渡辺 輝男
１３ 板垣 成也
１３ 松村 命
１３ 伊部 京子
１３ 渡部 和子
１３ 伊藤 衛
１３ 佐藤 建夫
１３ 菅井 眞人
１４ 富山 久
１４ 松永 純子
１４ 佐藤 勝
１４ 館島 忠夫
１４ 早川 玖子
１４ 細野 勲
１４ 黒岩 紘子
１４ 丹田 兵次
１４ 磯部 哲也
１４ 三浦 優
１４ 村山 孝夫
１４ 落合 信子
１４ 土肥 直子
１５ 伊藤満紀子
１５ 尾崎 茂
１５ 佐藤 武
１５ 永井 文男
１５ 本間 道子
１５ 松澤 正
１５ 大川トミ子
１５ 本間 隆子
１５ 金山 勝也
１５ 益田 洋子
１５ 宮治 マチ
１５ 鈴木 康夫
１５ 角替 キヨ
１５ 服部 越郎
１５ 明前 壽一
１５ 山本 桂子
１５ 荒井 チヨ
１５ 寺井 賢二
１５ 小川タケ子
１５ 鈴木益良雄
１５ 本保 銀二
１５ 松田 靖彬
１５ 小田 毘古
１５ 小田 洋雄
１５ 田中 敏博
１５ 宮野美保子
１６ 冨樫 春夫
１６ 中尾 子
１６ 松田 七郎
１６ 鈴木 愈
１６ 竹内 幸恵
１６ 二宮 照子
１６ 増村 正二

１６ 菅井 章人
１６ 川村 稔
１６ 川村 忠久
１６ 菊地 司郎
１６ 佐藤 純
１６ 中山 國男
１６ 大坪 信武
１６ 小池 登
１６ 佐藤 三男
１６ 藤山 洋一
１７ 市川 房子
１７ 倉崎テル子
１７ 伊与部 健
１７ 金谷 法子
１７ 森田千代子
１７ 山本 宏平
１７ 太田 直也
１７ 鈴木 沙代
１７ 本間 保
１７ 吉本 淳子
１７ 児玉 正弘
１７ 鈴木 昭策
１７ 斎藤千恵子
１７ 富樫 芳次
１７ 本間千代子
１７ 宮本久美子
１７ 板垣ヨシ子
１７ 楫取 英子
１７ 小池正一郎
１７ 佐藤 笑子
１７ 品沢 昇
１７ 品沢美代子
１７ 田所 和子
１７ 米山 静子
１７ 若穂囲 勇
１７ 青木 瑞江
１７ 稲垣 常夫
１７ 宮 絢子
１７ 山本なつ子
１７ 服部 芳朗
１７ 三科 禮三
１７ 南 公隆
１８ 小堀紗智子
１８ 渡辺美奈子
１８ 渡邊 妙子
１８ 金田 昭子
１８ 篠原 広子
１８ 平山 謙
１８ 斎藤 周平
１８ 高橋 光男
１８ 中村 和憲
１８ 高橋 繁夫
１８ 中村 忠泰
１８ 三国 哲朗
１８ 横山 峯介
１９ 河口富美子
１９ 坂中 良子
１９ 菅井 初雄
１９ 長坂三重子
１９ 村山みち子
１９ 磯部 衛
１９ 木村 香
１９ 名取久仁子
１９ 天城 義博
１９ 小泉 克子
１９ 安冨 成良
１９ 吉川 梅子
１９ 岡田 吉枝
１９ 井上ミヤコ
１９ 鈴木 実
１９ 美濃部千恵子
１９ 秋山 芳行
１９ 佐藤 昭二
１９ 佐貫 秀子
１９ 菅井小夜子
１９ 中村富美子
１９ 茂原孝太郎
１９ 山下 治郎
１９ 山本 文忠
１９ 小川 誠
１９ 鳥屋 実
１９ 成岡 茂
２０ 菅原 孝
２０ 森 いつ子
２０ 大沼 晶
２０ 渡辺 峰男

２０ 加藤 正己
２０ 木村 幸夫
２０ 畠山千重子
２０ 平山 恵美
２０ 佐藤久美子
２０ 前川満壽美
２０ 渡辺 泰次
２０ 菅原ヒロ子
２０ 鈴木いう子
２０ 玉井 洋子
２０ 富野 竹子
２０ 肥本 久子
２０ 阿部美保子
２０ 繁多 紀子
２０ 中村加和子
２０ 阿部 周
２０ 尾上 啓子
２０ 齋藤 満男
２０ 新沼たず子
２０ 本間 廣
２０ 佐藤 方直
２０ 志田 裕
２０ 鈴木 陽二
２０ 崎 慶一
２０ 羽深 大三
２１ 伊藤マユ子
２１ 久保喜代子
２１ 飛田 芳子
２１ 清水恵美子
２１ 舩山由喜男
２１ 飯島 剛
２１ 小磯 栄子
２１ 斎藤 勇一
２１ 岡見みさ子
２１ 清水 正幸
２１ 鈴木 正信
２１ 中村 金男
２１ 瀬下 江二
２１ 本保 悦也
２１ 吉田恵美子
２１ 薄井 徹
２１ 難波 光子
２１ 萩原美津枝
２１ 山際 敏和
２１ 山崎 久男
２１ 遠藤きみ子
２１ 恩田たみ子
２１ 川上 幸男
２１ 川内 正
２１ 高橋 美徳
２１ 寺井 克為
２１ 新野 正治
２１ 中村 修平
２２ 小池 博幸
２２ 工藤さよ子
２２ 鈴木 鉄雄
２２ 鈴木 弥生
２２ 丹 光一
２２ 山崎とし子
２２ 美濃 忠三
２２ 神浦 英子
２２ 斎藤 茂
２２ 団原やい子
２２ 室井こずえ
２２ 八藤後和行
２２ 山本 敦
２２ 小島 盛和
２２ 佐藤 裕治
２３ 大出 照子
２３ 鈴木 和美
２３ 近 孝
２３ 細谷 洋子
２３ 渡辺 次男
２３ 佐伯 ユミ
２３ 百瀬ひろみ
２３ 須崎ミチ子

２３ 木村 春夫
２３ 八藤後忠夫
２３ 井上えみ子
２３ 小堀美喜子
２３ 櫻井 繁雄
２３ 村田 裕子
２３ 高橋 晋
２３ 高橋 光顕
２３ 萩原 澄子
２３ 加藤 明
２３ 斎藤 直樹
２３ 中村 則行
２４ 広沢なお子
２４ 七海 陽子
２４ 本間 茂司
２４ 本間三重子
２４ 高橋 重実
２４ 高橋 初雄
２４ 土屋 康子
２４ 村山 博子
２４ 吉澤まり子
２４ 仙 むつみ
２４ 山本 青子
２４ 阿部 正人
２４ 山本千代子
２４ 渡邉 聡
２４ 板垣 保明
２４ 遠山 満
２４ 山本 利春
２５ 中田勢津子
２５ 森井眞由美
２５ 山本 純子
２５ 須貝与志明
２５ 近藤 喜則
２６ 佐藤 隆
２７ 高橋百合子
２７ 石栗 忠彦
２７ 山村 重雄
２７ 梅原 章子
２７ 臼井 潔人
２７ 久保田圭子
２７ 稲葉 潔
２８ 水島 大海
２８ 岡 正子
２８ 櫻井 繁子
２９ 大塚 寿子
２９ 山本 和代
２９ 小池 邦彦
２９ 稲葉 充
２９ 川崎 芳邦
２９ 澤永 芳美
３０ 小林 敦子
３０ 山本 進平
３０ 相馬 章
３０ 廣本さとみ
３０ 伊藤 ヨシ
３０ 中山 定次
３０ 清野 篤
３０ 丹田 安夫
３０ 中村 好
３０ 斎藤 司
３１ 南 恵美子
３１ 坂井 昌夫
３２ 森山 敦子
３３ 廣田 昭美
３３ 金澤 清美
３５ 唐戸 悦子
３５ 前川 則子
３６ 中島 博
３６ 佐藤利枝子
３７ 花房 泰浩
３９ 山本 一郎

氏名不詳１名
ご協力数は

４０７名

２７年度 収入の部

総会会費・お祝い金

１３３名 ９４５，０００円

維持会費

３５８名 ８４４，０００円

雑収入

６８円

前年度より繰越金

６５６，９３４円

合計 ２，４４６，００２円

２７年度 支出の部
総会費 ９３９，２６６円
印刷費 ３４０，０５０円
通信費 ２５２，８１６円
維持会費払込手数料

３１，８３０円
旅費及び慶弔費

１３６，２００円
会議費 １５２，３９５円
運営費 ３８，７８２円
次年度への繰越金

５５４，６６３円
合計 ２，４４６，００２円

卒業回

顧 問 佐藤 勝 １４回
会 長 山本 宏平 １７回
副 会 長 田所 和子 １７回
〃 山下 治郎 １９回
〃 安冨 成良 １９回
〃 中村 修平 ２１回
〃 美濃 忠三 ２２回

会計監査 長谷川康夫 １０回
〃 遠藤きみ子 ２１回

事務局長 櫻井 繁雄 ２３回
事 務 局 高橋 光顕 ２３回
〃 木村 春夫 ２３回

幹 事 木村 一昭 １回
〃 川上 孝 ２回
〃 小田 正二 ３回
〃 渡辺 孝教 ５回
〃 中野 素子 ６回
〃 荒木 廣 ６回
〃 乾 良雄 ６回
〃 齋藤 實 ７回
〃 中野 菊栄 ８回
〃 小池 悟朗 ８回
〃 関根 洋子 ９回
〃 鈴木 亮 ９回
〃 本間 勝治 ９回
〃 小野 安雄 １０回
〃 小林 ミチ １０回
〃 本間 健志 定１１回
〃 横山 昇 １２回
〃 板垣 成也 １３回
〃 伊藤 衞 １３回
〃 菅井 眞人 １３回
〃 松澤 正 １５回
〃 尾崎 茂 １５回
〃 川村 稔 １６回
〃 佐藤 三男 １６回
〃 佐藤 衛 １６回
〃 宮 絢子 １７回
〃 本間 保 １７回
〃 緒方 光彦 １８回
〃 中村 和憲 １８回
〃 高橋 繁夫 １８回
〃 濱中 壽子 １８回
〃 菅井 初雄 １９回
〃 長坂三重子 １９回
〃 秋山 芳行 １９回
〃 志田 裕 ２０回
〃 瀬下 江二 ２１回
〃 斉藤 勇一 ２１回
〃 山崎 久男 ２１回
〃 八藤後和行 ２２回
〃 鈴木 弥生 ２２回
〃 佐藤 裕治 ２２回
〃 室井こずえ ２２回
〃 山本 利春 ２４回
〃 高橋 初雄 ２４回
〃 佐藤 隆 ２６回
〃 永井 賢吉 ２６回
〃 石栗 忠彦 ２７回
〃 水島 大海 ２８回
〃 中村 英之 ２９回
〃 大塚 寿子 ２９回
〃 山本 和代 ２９回
〃 伊藤 ヨシ ３０回
〃 相馬 章 ３０回
〃 小林 敦子 ３０回
〃 丹田 安夫 ３０回
〃 山本 進平 ３０回
〃 南 恵美子 ３１回
〃 篠崎 泉 ３４回
〃 前田 格 ３６回

氏 名役 職

（２）

懐かしい２００９年総会筆者右端

平成２９年（２０１７）５月１０日村 高

２９回・３０回生 筆者右端

維持会費納入のご協力ありがとうございました

２９年３月末現在２８年度 維持会費拠出者一覧

村 高http : //www.murakou.com/～kanto/index.html

■ 村高関東支部役員一覧 ■
平成２８年度

（７）



村
上
の
お
酒
が
、貴
方
の
家
に
届
き
ま
す
。

ふるさとだより

関
東
支
部
事
務
局
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

櫻
井
繁
雄
（
２３
回
）

編
集
後
記

広
報
紙
の
作
成
費
が
同
窓
会
関
東
支
部
活

動
費
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

会
員
数
が
伸
び
悩
む
中
で
広
報
紙
作
成
の

の
費
用
を
少
し
削
減
し
よ
う
と
言
う
こ
と

で
。
役
員
幹
事
会
や
編
集
部
会
で
検
討
を
重

ね
ま
し
た
。
今
回
は
試
み
と
し
て
紙
面
を
こ

れ
ま
で
の
一
〇

か
ら
八

と
コ
ン
パ
ク
ト

に
し
、
広
告
を
載
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
編
集
長

山
下
治
郎

清々しい五月晴れの中、今年で３回目の開催となる「城下
町村上春の庭百景めぐり」で賑わいを見せる村上らしい季節
を迎えています。早春の「町屋の人形さま巡り」、秋の「町屋
の屏風まつり」、「宵の竹灯籠まつり」と一年中街歩きを楽し
むことのできる街になりました。

村上市では、昨年の７月に岩船港が「みな
とオアシス越後岩船」として国土交通省か
ら新潟県で４番目の認定を受け、港を中心
とした賑わいを創出することにより進める
地域の活性化、そして防災拠点としての港
湾機能の強化を進めることとなりました。
また、１０月には新潟県初めてとなる「村
上市歴史的風致維持向上計画」が国土交通
省・文部科学省・農林水産省の３省から認
定を受けることができました。これにより、
市内の各地区に存在する歴史的に価値のあ
る建物や街並みなどの整備保存を行い、そ
の活用を図ることになります。
価値のある歴史的建造物の保全・伝承だ
けでなく、村上城跡を中心とした市街地に
広がる城下町、そこで繰り広げられる村上、
瀬波そして岩船の大祭や荒川地区をエリア
とする三国街道、米沢街道沿線の上・下鍛
冶屋、坂町の獅子踊りといった伝統行事、

荒川、神林地区にまたがる荒川河口の港町に見られる金屋の
獅子踊りや塩谷大祭などの祭礼、朝日地区をエリアとする出
羽街道沿線の大須戸能や塩野町オサトサマ、山北地区の大川
城跡周辺の府屋獅子舞や桜花祭の寺神輿などの伝統行事とい
った、市内の各所に残る歴史的風致も合わせて、村上市の伝
統や文化、その成り立ちそのものが日本の価値として大切に
保存伝承されることとなりました。
もう一つ、昨年３月にまとめた「村上まつりのしゃぎり行
事調査報告書」が、現在文化庁の審議会で国の重要無形民俗
文化財の指定に向けて審査され
ています。昨年１１月には、現在
国の重要無形民俗文化財の指定
を受けている全国３３のまつり行
事がユネスコの世界遺産に登録
されています。まずは国の指定
を経て、世界を視野に入れると
ころまで来ています。今年、平
成２０年の合併から１０年目を迎え
る村上市ですが、ますます魅力
アップを図りながら、ワクワク
するようなまちづくりを進めて
います。

同
窓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
村
上
高
校
同
窓
会
関

東
支
部
の
活
動
に
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
三
日
、
母
校
村
上
高
校
の
第
六
九
回
卒
業
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
同
窓
会
関
東
支
部
を
代
表
し
て
式
に
参

加
し
ま
し
た
。

今
回
の
卒
業
生
は
一
六
三
名
で
し
た
。
少
な
い
で
す
が
溌
剌
と
し
て
礼
儀
正
し
く
優
秀

な
後
輩
た
ち
で
す
。
こ
の
中
の
多
く
が
進
学
・
就
職
で
関
東
に
来
ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に

故
郷
か
ら
関
東
に
来
る
同
窓
生
を
、
暖
か
く
見
守
っ
て
迎
え
入
れ
る
の
も
私
た
ち
の
大
切

な
役
目
で
す
。

さ
て
同
窓
会
関
東
支
部
に
お
い
て
一
年
に
一
度
、
同
窓
の
仲
間
が
集
ま
り
親
し
く
交
流

の
で
き
る
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
三
〇
回
生
が
担
当
し
、
役
員
・
幹
事

と
一
緒
に
会
を
盛
り
立
て
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
会
場
は
長
い
間
使
用
し
て

き
た
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
」
か
ら
隣
の
「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」
と
な
り
ま
す
。
新
し

い
会
場
で
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
ま
で
参
加
さ
れ
て
い
な
い
お
友
達
や
お
知
り
合
い
の
方
々
に
参

加
お
誘
い
の
お
声
掛
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長

山
本

宏
平
（
１７
回
）

同
窓
の
集
い

へ
の
お
さ
そ
い

○
と
き

平
成
二
九
年
六
月
一
七
日
（
土
）

正
午
よ
り
受
付
開
始
・
一
時
開
会

○
と
こ
ろ

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ

千
代
田
区
麹
町
六
番
町
一
五

〇
三

三
二
六
五

八
一
一
一

○
ア
ク
セ
ス

・
Ｊ
Ｒ
中
央
線
・
総
武
線
四
谷
駅

下
車
麹
町
口
徒
歩
二
分

・
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
・
南
北
線
四
谷
駅

○
会
費

・
男
女
と
も

七
千
円

・
平
成
二
四
年
〜
二
七
年
度
卒
三
千
円

・
新
卒
者
（
二
八
年
度
卒
）
無
料

※
会
場
準
備
の
都
合
上
、
五
月
末
日（
水
）

ま
で
に
出
欠
の
ご
返
事
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

同
期
会
開
い
て
い
ま
す
か
？

同
窓
会
関
東
支
部
会

員
の
皆
様
、
及
び
会
運

営
に
常
日
頃
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
沢
山
の

協
賛
者
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

平
成
二
七
年
六
月
の
総
会
後
に
、
長
谷
川

前
事
務
局
長
よ
り
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
同
期

二
人
の
協
力
も
得
て
事
務
局
業
務
を
行
い
、

早
や
二
年
に
成
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
「
同
窓
の
集
い
」
に
向
け
て
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
名
簿
管
理
・
会
計
出

納
管
理
・
口
座
開
設
及
び
変
更
・
印
刷
業
者

開
拓
・
幹
事
会
等
の
会
場
手
配
及
び
案
内
発

送
・
総
会
資
料
作
成
及
び
案
内
状
発
送
等
の

種
々
雑
多
な
業
務
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

前
事
務
局
長
は
二
〇
年
近
く
も
一
人
で
こ

な
し
て
い
た
と
思
う
と
、
そ
の
大
変
さ
に
感

服
い
た
し
ま
す
、長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

関
東
支
部
の
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け

は
総
会
の
当
番
幹
事
が
廻
っ
て
き
た
の
で
総

会
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
の
連
絡
が
入
っ
た

平
成
二
一
年
の
総
会
か
ら
で
し
た
。
そ
の
前

は
四
〇
代
頃
に
一
回
だ
け
総
会
に
出
ま
し
た

が
同
期
の
参
加
は
な
く
少
し
浮
い
た
感
じ
で

し
た
が
、
二
一
回
の
先
輩
の
お
誘
い
で
二
次

会
に
出
さ
せ
て
も
ら
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
仕
事
も
忙
し
く
な
り

ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
同
期
参
加
は
小
生
と
今
は
故
人
と

な
っ
た
川
又
茂
君
の
二
名
で
し
た
。
彼
と
は

在
校
時
代
に
は
面
識
が
有
り
ま
せ
ん
で
し
た

（８）平成２９年（２０１７）５月１０日
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２０１６総会の様子
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